
新
出
資
料
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
（
全
二
十
九
葉
）
の
紹
介
と
研
究

D
島
内
裕
子

要
　
旨

　
近
世
に
入
っ
て
徒
然
草
が
一
般
に
広
く
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
絵
画
に
も
描
か
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
徒
然
草
の
絵
画
作
品
（
「
徒
然
絵
」
）
に
は
、
挿
絵
・
絵
巻
・
屏
風
・
画
帖
・
色
紙
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
形
態
が
あ
る
。
本
稿
は
、
従
来
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
徒
然
草
の
淡
彩
色
紙
二
十
九

葉
（
笛
吹
川
芸
術
文
庫
所
蔵
）
を
紹
介
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
紙
が
徒
然
草
の
ど
の
章
段
を
描
い
て
い
る

の
か
を
特
定
す
る
と
と
も
に
、
他
の
徒
然
絵
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
構
図
や
描
写
の
特
徴
を
考

察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
新
出
の
淡
彩
色
紙
の
独
自
性
や
、
他
の
徒
然
絵
と
の
影
響
関
係
を
明

ら
か
に
し
た
い
。
徒
然
絵
を
通
し
て
、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
に
も
新
た
な
角
度
か
ら
光
を
当
て

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

か
が
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
わ
た
く
し
は
こ
れ
ま
で
、
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
、
お
よ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
　

著
者
で
あ
る
兼
好
の
肖
像
画
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
論
考
を
発
表
し
て
き
た
が
、
こ
の
た
び
、

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
二
十
九
葉
の
淡
彩
色
紙
を
新
た
に
発
見
し
た
の
で
、
こ
の

作
品
に
つ
い
て
本
稿
で
詳
し
く
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
た
い
。

一
　
新
出
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
発
見
の
経
緯
と
作
品
の
概
要
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は
じ
め
に

　
徒
然
草
は
、
成
立
後
百
年
を
経
た
室
町
時
代
に
な
っ
て
、
歌
人
正
徹
に
よ
っ
て
そ
の
文
学
的

な
価
値
が
認
識
さ
れ
た
の
に
続
い
て
、
彼
の
弟
子
の
歌
人
や
連
歌
師
た
ち
に
も
読
み
継
が
れ
て

い
っ
た
。
そ
の
後
、
近
世
初
頭
の
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
、
最
初
の
注
釈
書
『
徒
然
草
寿

命
院
抄
』
が
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
注
釈
書
に
は
、
本
文
全
体
は
書
か
れ
て
お
ら
ず
、

注
釈
箇
所
の
み
原
文
を
切
り
出
し
て
注
を
付
け
る
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
。
徒
然
草
の
本
文
自
体
の

刊
行
は
、
『
寿
命
廻
書
』
に
少
し
遅
れ
て
、
慶
長
十
八
年
（
一
六
一
三
）
に
烏
丸
光
広
校
訂
の

本
文
が
出
て
、
以
後
、
こ
れ
が
流
布
本
と
な
っ
た
。
徒
然
草
は
各
種
の
版
を
重
ね
、
注
釈
書
も

次
々
と
出
版
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
時
代
の
流
れ
の
中
で
、
徒
然
草
を
描
い
た
美
術
作
品
も
少
な
か
ら
ず
作
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
従
来
の
徒
然
草
研
究
に
お
い
て
、
美
術
作
晶
は
あ
ま
り
視
界
に
入
っ
て
い
な

か
っ
た
が
、
描
か
れ
た
徒
然
草
に
注
目
す
る
こ
と
は
、
徒
然
草
自
体
の
文
学
世
界
を
よ
り
深
く

研
究
す
る
う
え
で
も
欠
か
せ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
場
面
が
、
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か
を

考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
徒
然
草
の
内
容
が
、
人
々
に
ど
う
理
解
さ
れ
、
享
受
さ
れ
て
き
た

　
平
成
十
八
年
七
月
七
日
・
八
日
に
、
明
治
古
典
会
七
夕
古
書
大
入
札
会
の
下
見
展
観
が
、
神

田
の
東
京
古
書
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
会
場
で
、
徒
然
草
序
段
を
描
い
た
と
思
し
い
色

紙
が
目
に
と
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
『
明
治
古
典
会
七
夕
古
書
大
入
札
会
目
録
』
（
二
〇
〇
六
年
）

に
は
、
カ
ラ
ー
写
真
で
他
の
場
面
も
含
め
て
三
葉
の
色
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
「
栄

花
物
語
断
簡
」
（
目
録
の
二
二
五
頁
、
一
八
〇
四
番
）
と
な
っ
て
い
る
。
早
速
、
ガ
ラ
ス
ケ
ー

ス
か
ら
取
り
出
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
場
で
一
枚
一
枚
ざ
っ
と
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、
二
十
九

葉
す
べ
て
が
徒
然
草
を
描
い
て
い
る
と
ほ
ぼ
確
信
で
き
た
。
三
十
枚
近
い
枚
数
の
、
し
か
も
淡

彩
で
か
な
り
詳
し
く
描
き
込
ま
れ
た
色
紙
の
存
在
は
、
今
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

　
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
徒
然
草
研
究
に
お
け
る
新
出
資
料
で
あ
る
。
分
量
的
に
も
多
く
、
ま
た
、

各
葉
の
描
き
方
に
も
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
な
ど
、
き
わ
め
て
貴
重
な
作
品
で
あ
る
。
ぜ

ひ
詳
し
く
調
査
研
究
し
た
い
と
思
っ
た
が
、
七
月
九
日
の
業
者
入
札
会
に
よ
っ
て
所
有
者
が
決

ま
る
の
で
、
今
後
こ
の
作
品
を
調
査
研
究
す
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
全
く
の
未
知
数
で

あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
会
場
で
一
見
し
た
だ
け
の
縁
で
あ
ろ
う
と
、
非
常
に
残
念
に
思
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
思
い
も
よ
ら
ず
、
後
日
、
本
作
品
の
所
蔵
者
と
な
っ
た
笛
吹
川
芸
術
文
庫
か
ら
連

絡
が
あ
り
、
詳
細
な
実
物
調
査
研
究
、
お
よ
び
論
文
へ
の
写
真
掲
載
も
許
可
す
る
と
の
、
ま
こ

と
に
あ
り
が
た
い
お
申
し
出
を
受
け
た
。
笛
吹
川
芸
術
文
庫
の
ご
厚
意
に
、
深
く
感
謝
し
た
い
。

D
放
送
大
学
助
教
授
（
「
人
間
の
探
究
」
専
攻
）

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
二
十
四
号
（
二
〇
〇
六
）
（
十
一
一
二
十
七
）
頁

冒
霞
霊
囲
9
筈
Φ
q
獣
く
興
毘
什
《
o
津
げ
③
〉
貫
乞
○
』
蒔
（
卜
。
O
O
①
）
℃
P
一
甲
雪
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以
下
に
、
ま
ず
本
作
品
の
概
要
を
記
そ
う
。

　
本
作
品
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
徒
然
草
を
描
い
た
全
二
十
九
葉
か
ら
な
る
淡
彩
の
色
紙

で
あ
る
の
で
、
以
後
、
笛
吹
川
芸
術
文
庫
蔵
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
と
名
付
け
た
い
。
色
紙
の

大
き
さ
は
、
縦
四
三
・
○
糎
、
横
二
九
・
○
糎
で
あ
る
。
す
べ
て
の
色
紙
と
も
、
墨
・
朱
・

茶
・
青
の
四
色
か
ら
な
る
淡
彩
画
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
、
緑
・
金
・
銀
な
ど
は
一
切
使
わ
れ

て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
奈
良
絵
本
徒
然
草
や
徒
然
草
図
屏
風
な
ど
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
華
や
か
な
作
品
と
は
、
大
い
に
印
象
が
異
な
る
。
け
れ
ど
も
、
淡
彩
と
は
い
っ
て
も
微

妙
な
濃
淡
が
あ
り
、
使
用
し
て
い
る
色
数
が
少
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
単
調
で
は
な

い
。
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
全
体
に
本
作
品
か
ら
は
、
穏
や
か
で
古
雅
な
感
じ
を
受
け
た
。

　
本
作
品
の
伝
来
に
関
す
る
記
録
は
付
属
し
て
お
ら
ず
、
絵
師
も
不
明
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

誰
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
な
目
的
で
こ
れ
ら
の
色
紙
を
制
作
し
た
の
か
も
不
明
だ
が
、
各
葉
を
考

察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
の
推
測
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
色
紙
が
入
っ
て
い
た
箱
に
は
、
色
紙
二
十
九
葉
の
他
に
、
「
栄
花
物
語
断
簡
」
と
墨
で
書
か

れ
た
薄
紙
一
枚
が
あ
っ
た
。
『
明
治
古
典
会
七
夕
古
書
大
入
札
会
目
録
』
に
本
作
品
が
、
「
栄

花
物
語
断
簡
」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
紙
片
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
に
、

徒
然
草
本
文
を
書
写
し
た
薄
紙
が
大
小
合
わ
せ
て
十
二
枚
入
っ
て
い
た
。
な
お
、
こ
れ
と
は
別

に
色
紙
の
裏
面
に
本
文
を
書
写
し
た
紙
が
貼
り
付
け
て
あ
る
も
の
が
十
一
枚
あ
る
。
紙
質
や
筆

跡
は
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
が
、
中
に
ご
く
小
さ
く
本
文
の
冒
頭
部
の
み
を
示
し
た
紙
片
が
数
枚
あ

り
、
こ
れ
は
異
筆
の
よ
う
に
見
え
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
色
紙
に
は
裏
面
右
下
に
小
さ
く
墨
で
数
字
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
て

ゆ
く
と
、
五
を
除
い
て
、
壱
か
ら
三
十
ま
で
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
来
は
三
十
葉
あ
っ

た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
三
十
一
以
上
の
数
字
が
書
か
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
当
初
か
ら
三
十
葉
だ
っ
た
と
は
断
定
で
き
な
い
が
、
三
十
以
下
の
数
字
で
欠
落
し
て
い
る

の
が
五
だ
け
で
あ
り
、
三
十
一
以
上
の
数
字
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
考
え
て
、
三
十
葉
を
上

限
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

　
裏
面
記
載
の
数
字
は
、
色
紙
に
描
か
れ
た
徒
然
草
の
章
段
と
は
一
致
し
な
い
。
序
段
を
描
い

た
色
紙
の
裏
面
に
は
壱
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
裏
面
に
三
と
書
か
れ
て
い
る
色
紙

は
第
百
八
十
四
段
、
裏
面
に
二
十
九
と
書
か
れ
て
い
る
色
紙
が
第
二
段
と
い
う
よ
う
に
、
序
段

が
壱
と
な
っ
て
い
る
以
外
は
、
順
不
同
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
裏
面
に
書
か
れ
て
い
る
壱
か
ら
三
十
ま
で
の
番
号
は
、
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ

う
か
。
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
こ
の
番
号
順
に
、
画
帖
に
仕
立
て
た
り
、
屏
風
や
襖
に
貼

り
付
け
る
た
め
の
覚
え
書
き
の
可
能
性
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
徒
然
草
の
画
帖
と
し
て
名
高
い
、

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
画
帖
』
の
場
合
、
序
段
か
ら
始
ま
っ
て
合
計
五

十
段
が
抽
出
し
て
描
か
れ
、
そ
れ
と
対
応
す
る
本
文
が
当
時
の
能
筆
に
よ
っ
て
詞
書
と
し
て
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
れ
て
い
る
が
、
章
段
順
に
配
置
さ
れ
て
お
り
、
前
後
す
る
箇
所
は
な
い
。
徒
然
草
は
近
世
に

よ
く
読
ま
れ
た
作
品
で
あ
る
か
ら
、
画
帖
の
よ
う
に
順
に
眺
め
て
ゆ
く
場
合
、
や
は
り
章
段
順

に
並
べ
る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
本
作
品
の
裏
面
の
数
字
が
、
画
帖
に
貼
り
付
け

る
た
め
の
順
序
と
は
思
え
な
い
。

　
一
方
、
屏
風
の
よ
う
に
、
全
体
を
見
渡
せ
る
場
合
は
、
視
覚
的
な
効
果
が
優
先
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
か
ら
、
必
ず
し
も
徒
然
草
の
章
段
順
に
並
べ
る
必
要
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
米
沢
市
上
杉

博
物
館
所
蔵
『
徒
然
草
図
屏
風
』
の
場
合
、
章
段
順
で
は
な
く
、
榎
木
の
僧
正
が
木
を
伐
ら
せ

る
場
面
（
第
四
十
五
段
）
の
隣
に
、
高
名
の
木
登
り
の
場
面
（
第
百
九
段
）
を
描
く
と
い
う
よ

う
に
、
類
似
す
る
場
面
を
ひ
と
ま
と
ま
り
に
描
い
た
り
、
宮
廷
生
活
を
描
く
段
、
僧
侶
た
ち
を

描
く
段
、
世
俗
の
場
面
を
描
く
段
な
ど
を
、
ほ
ど
よ
く
調
和
し
て
描
き
、
場
面
の
抽
出
や
配
置

に
配
慮
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
右
方
第
＝
扇
上
部
に
序
段
を
描
き
、
左
隻
第
六
扇
下
部
に
は
自

分
自
身
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
説
い
た
第
百
三
十
四
段
を
描
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
屏
風

一
双
全
体
を
通
じ
て
、
「
徒
然
草
と
い
う
書
物
に
は
、
多
彩
な
人
々
の
暮
ら
し
が
書
か
れ
る
と

と
も
に
、
己
を
知
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
兼
好
の
主
張
が
見
ら
れ
る
」
と
い
う
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

生
教
訓
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
構
想
の
下
に
配
列
さ
れ
る
な
ら
ば
、
順
不
同
で
あ
る
こ
と
の
意
義
は
む
し
ろ
大

き
い
と
言
え
よ
う
が
、
本
作
品
の
場
合
は
、
裏
面
の
番
号
順
に
辿
っ
て
み
て
も
、
そ
こ
か
ら
は

特
に
意
図
の
よ
う
な
も
の
は
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
品
裏
面
の
番
号
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
ら
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
三
十
葉
の
色
紙
絵
を
所
蔵
し
て
い
た
人
物
が
、
こ
れ
は
い
っ
た
い

何
を
描
い
た
か
を
誰
か
に
問
い
合
わ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
と
り
あ
え
ず
通
し
番
号
を
付
し
た
。

た
だ
し
、
序
段
に
壱
と
着
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
あ
る
い
は
所
蔵
者
も
徒
然
草
の
色
紙
絵
で

あ
る
こ
と
だ
け
は
見
当
が
つ
い
た
も
の
の
、
他
が
不
明
な
の
で
、
各
色
紙
の
章
段
特
定
を
頼
ん

だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
そ
れ
を
預
か
っ
た
人
物
が
、
こ
れ
は
徒
然
草

を
描
い
た
色
紙
で
あ
り
、
こ
の
色
紙
は
第
何
段
と
い
う
よ
う
に
章
段
を
特
定
し
、
本
文
を
書
い

た
紙
を
そ
れ
ぞ
れ
の
色
紙
の
裏
面
に
貼
り
付
け
て
返
却
し
た
。
そ
の
後
、
何
箇
か
は
色
紙
か
ら

剥
が
れ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
剥
が
れ
た
紙
片
は
、
再
度
対
応
す
る
色
紙
に
貼
ら
れ
る
こ
と

な
く
、
そ
の
ま
ま
保
存
さ
れ
た
。
さ
ら
に
年
月
が
経
つ
う
ち
に
、
な
ぜ
か
「
栄
花
物
語
断
簡
」

と
い
う
紙
片
と
一
緒
に
伝
来
し
、
こ
の
た
び
の
入
札
会
に
出
品
さ
れ
た
…
…
。

　
こ
の
よ
う
に
推
測
し
た
の
は
、
紙
片
の
中
に
、
二
つ
の
段
の
冒
頭
を
並
列
し
て
書
き
、
「
弁

へ
が
た
し
」
、
つ
ま
り
、
ど
の
章
段
で
あ
る
か
弁
別
し
が
た
い
と
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
か
ら

で
あ
る
。
各
色
紙
の
詳
し
い
考
察
は
、
娘
組
以
降
で
行
い
た
い
。



二
　
各
色
紙
の
図
柄

　
本
色
紙
の
裏
面
に
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
現
況
を
示
す
た
め
に
も
、
ま
ず
は
番
号
順
に
、
対

応
す
る
章
段
を
一
覧
し
、
章
段
を
特
定
す
る
決
め
手
と
な
っ
た
、
中
心
的
な
図
柄
を
簡
略
に
示

そ
う
。

二
十
七
…
第
五
十
四
段
（
戸
外
で
数
珠
を
擦
る
僧
侶
た
ち
と
、
傍
に
立
つ
稚
児
）

二
十
八
…
第
三
十
二
段
（
帰
っ
て
行
く
客
と
、
月
を
見
る
人
物
と
、
そ
れ
を
覗
く
僧
侶
）

二
十
九
…
第
二
段
（
室
内
に
置
か
れ
た
冠
と
、
庭
の
馬
・
牛
車
）

三
十
…
…
第
十
五
段
（
山
里
を
歩
く
僧
侶
と
若
者
）

三
　
各
色
紙
の
考
察
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壱
…
…
…
序
段
（
草
庵
で
執
筆
す
る
法
師
）

弐
…
…
…
第
四
十
一
段
（
競
馬
を
木
の
上
か
ら
見
物
す
る
法
師
）

三
…
…
…
第
百
入
十
四
段
目
障
子
を
貼
る
後
ろ
姿
の
尼
）

四
…
…
…
第
二
百
二
十
四
段
（
庭
を
耕
す
男
）

五
…
…
…
欠
（
色
紙
な
し
）

六
…
…
…
第
五
段
（
草
庵
で
月
を
眺
め
る
貴
公
子
）

七
…
…
…
第
十
二
段
（
物
思
い
に
耽
る
貴
公
子
）

八
…
…
…
第
四
十
五
段
（
木
を
伐
ら
せ
る
僧
侶
）

九
…
…
…
第
百
七
十
七
段
（
蹴
鞠
を
す
る
入
々
）

十
…
…
…
第
百
四
十
四
段
（
馬
を
洗
う
男
に
話
し
か
け
る
僧
侶
）

十
丁
：
…
第
十
一
段
（
囲
い
の
木
を
眺
め
る
僧
侶
）

十
二
…
…
第
百
五
十
四
段
（
路
上
に
青
る
人
々
を
注
視
す
る
貴
族
）

十
三
…
…
第
百
九
段
（
木
に
登
っ
て
い
る
男
に
注
意
を
与
え
る
人
物
）

十
四
…
…
第
八
十
段
（
弓
を
引
い
た
り
、
琴
を
弾
く
僧
侶
）

十
五
…
…
第
二
十
一
段
（
水
鳥
を
眺
め
る
人
物
）

十
六
…
…
第
八
段
（
川
で
洗
濯
す
る
女
と
、
川
に
落
ち
る
僧
侶
）

十
七
…
…
第
九
十
四
段
（
牛
車
と
、
馬
か
ら
下
り
た
人
物
）

十
八
…
…
第
二
十
段
（
草
庵
で
月
を
眺
め
る
僧
侶
）

十
九
…
…
第
二
百
七
段
（
何
匹
も
の
蛇
を
退
治
す
る
人
々
）

二
十
…
…
第
十
四
段
（
糸
を
繰
る
女
と
柴
を
担
ぐ
男
）

二
十
一
…
第
百
七
十
一
段
（
貝
合
わ
せ
を
す
る
王
朝
風
女
性
た
ち
）

二
十
二
…
第
三
十
六
段
（
王
朝
風
の
男
女
と
、
手
紙
を
持
つ
童
女
）

二
十
三
…
第
九
段
（
木
に
繋
が
れ
た
象
と
王
朝
風
女
性
）

二
十
四
…
第
十
八
段
（
雪
景
色
の
草
庵
に
臥
す
人
物
と
、
川
面
を
見
る
人
物
）

二
十
五
…
第
八
十
七
段
（
馬
に
乗
っ
た
僧
侶
と
、
刀
や
長
刀
で
戦
う
人
々
）

二
十
六
…
第
四
十
七
段
（
清
水
寺
を
行
く
尼
に
話
し
か
け
る
男
）

　
以
上
の
章
段
特
定
を
踏
ま
え
て
、
主
と
し
て
『
な
ぐ
さ
み
草
』
（
一
六
五
二
年
、
松
永
貞
徳

自
蹟
）
の
挿
絵
と
比
較
し
な
が
ら
、
章
段
順
に
詳
し
く
見
て
ゆ
き
た
い
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、

吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』
（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）
に
よ
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』

と
の
比
較
に
力
点
を
置
く
の
は
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
研
究
か
ら
、
，
徒
然
草
を
描
い
た
作
品

に
、
こ
の
挿
絵
が
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
徒
然
絵
の
場
面
を
考
え
る
う
え
で
基
準
と
な
る
指
標
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
本
作
品
に
も
適
応
で
き
る
か
ど
う
か
。
適
応
で
き
る
と
す
れ
ば
、

徒
然
絵
の
指
標
と
し
て
の
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
地
位
が
さ
ら
に
補
強
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
他
の
比
較
作
品
と
し
て
は
、
蓬
左
文
庫
蔵
『
奈
良
絵
本
徒
然
草
』
（
挿
絵
は
百
四
十
二

図
。
以
下
、
蓬
左
本
と
略
称
）
、
専
修
大
学
図
書
館
蔵
『
つ
れ
づ
れ
草
』
（
専
修
大
学
図
書
館

蔵
古
典
籍
影
印
叢
刊
刊
行
会
編
集
、
平
成
五
年
影
印
発
行
。
挿
絵
は
十
五
図
。
以
下
、
専
修
大

本
と
略
称
）
、
有
吉
保
編
著
『
徒
然
草
　
詳
密
彩
色
大
和
絵
本
』
（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
六
年
。

挿
絵
は
四
十
八
図
。
以
下
、
有
吉
本
と
略
称
）
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
三
図
』
（
色
紙

の
総
数
は
九
十
六
図
。
以
下
、
斎
宮
本
と
略
称
）
な
ど
、
描
か
れ
た
場
面
が
多
い
作
品
を
選
ん

だ
。
本
作
品
が
色
紙
と
い
う
一
枚
一
枚
が
独
立
し
て
描
か
れ
る
形
式
で
あ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
今

回
の
比
較
対
照
作
品
に
は
、
類
似
の
形
式
で
あ
る
挿
絵
や
色
紙
に
絞
り
、
場
面
の
連
続
性
が
か

な
り
重
視
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
、
絵
巻
や
屏
風
は
比
較
か
ら
省
い
た
が
、
必
要
に
応
じ
て
言
及

し
た
い
。

【
序
段
】
（
図
版
1
参
照
）

　
草
庵
で
机
に
向
か
う
僧
形
の
人
物
が
、
右
手
に
筆
を
持
ち
、
机
一
杯
に
広
げ
た
細
長
い
紙
を

左
手
で
軽
く
押
さ
え
、
文
字
を
数
行
書
き
始
め
た
姿
。
徒
然
草
序
段
の
「
つ
れ
づ
れ
な
る
ま
ま

に
、
日
暮
ら
し
硯
に
向
か
ひ
て
、
心
に
う
つ
り
ゆ
く
よ
し
な
し
ご
と
を
、
そ
こ
は
か
と
な
く
書

き
つ
く
れ
ば
」
と
い
う
部
分
の
絵
画
化
で
あ
る
。
内
側
が
鮮
や
か
な
朱
塗
り
の
硯
箱
に
、
硯
や

筆
が
入
っ
て
い
る
。
手
に
し
て
い
る
筆
の
軸
も
朱
色
で
、
鮮
や
か
で
あ
る
。
柴
の
戸
、
離
、
周

囲
の
山
里
の
様
子
な
ど
、
構
図
は
全
体
に
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
序
段
の
挿
絵
に
似
て
い
る
。
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け
れ
ど
も
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
襟
元
に
し
か
白
衣
が
見
え
ず
、
墨
染
衣
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
こ
の
色
紙
で
は
白
衣
の
上
に
袖
も
裾
も
短
い
墨
染
め
の
衣
を
羽
織
り
、
羽
織
紐
の
よ
う

な
紐
で
胸
高
に
結
ん
で
い
る
点
、
お
よ
び
脇
差
し
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
左
腰
の
あ
た
り
か

ら
覗
い
て
い
る
の
が
大
い
に
異
な
る
。

　
序
段
な
の
で
兼
好
を
念
頭
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
が
、
本
図
で
は
、
口
髭
・
老
君
・
後
頭
部
の

毛
髪
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
も
今
回
比
較
し
た
他
の
作
品
も
、
き
れ
い
に

剃
り
上
げ
た
頭
部
で
あ
る
の
と
異
な
る
。
法
師
と
言
う
よ
り
も
、
山
里
で
閑
居
し
て
い
る
人
物
、

と
い
っ
た
雰
囲
気
で
あ
る
。

　
ま
た
、
画
面
の
右
下
に
掛
け
軸
の
下
部
が
見
え
る
。
緋
衣
を
着
た
人
物
の
下
半
身
が
描
か
れ

て
い
る
よ
う
な
の
で
、
お
そ
ら
く
仏
画
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
掛
け
軸
が
描
か
れ
て
い
る

の
も
、
非
常
に
珍
し
い
。

　
有
吉
本
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
す
る
。
蓬
台
本
は
僧
が
顔
を
上
げ
て
執
筆
の
手
を
休

め
て
い
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
他
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
す
る
。
斎
宮

本
は
執
筆
姿
で
は
な
く
、
机
に
右
肘
を
付
い
て
戸
外
を
眺
め
る
姿
勢
で
あ
る
が
、
そ
の
他
は

『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
作
以
外
は
、
竹
筒
で
水
を
引
い
て
桶
で
受
け

る
箆
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
心
で
は
竹
筒
の
樋
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
作
は
、
人
物
の
容
貌
や
僧
衣
、
お
よ
び
覧
の
描
き
方
、
仏
画
ら
し
き

掛
け
軸
の
存
在
な
ど
、
独
自
性
が
際
立
つ
絵
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
な
お
、
本
色
紙
の
裏
面
に

は
、
徒
然
草
本
文
を
書
い
た
紙
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
。

【
第
二
段
】
（
図
版
2
参
照
）

　
貴
族
の
邸
の
室
内
と
庭
の
一
部
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
右
奥
の
床
の
間
の
よ
う
な
所
に
、

赤
い
房
紐
が
付
い
た
塗
り
物
の
箱
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
冠
が
置
い
て
あ
る
。
右
手
前
に
は
鞍

を
置
い
た
馬
が
一
頭
描
か
れ
、
画
面
中
央
左
手
に
牛
車
が
あ
る
。
た
だ
し
、
牛
は
描
か
れ
て
い

な
い
。
冠
・
馬
・
車
と
い
う
三
つ
の
取
り
合
わ
せ
ば
、
ど
こ
か
判
じ
誉
め
い
て
お
り
、
こ
れ
が

ど
の
段
を
描
い
た
の
か
わ
か
り
に
く
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
色
紙
の
裏
に
は
貼
ら
れ
て
い
な

い
が
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
た
小
さ
な
紙
片
が
伝
来
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
こ
の
色
紙
が
ど
の

段
を
描
い
た
の
か
を
不
審
に
思
っ
て
書
い
た
覚
え
書
き
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　

○
此
比
の
冠
ハ
昔
よ
り
ハ
る
か
に
た
か
く
な
り
た
る
也
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
V

O
車
の
五
緒
ハ
必
人
に
よ
ら
ず

（
以
下
、
一
行
半
不
明
）

　
つ
ま
り
、
冠
の
こ
と
を
書
い
た
第
六
十
五
段
と
、
車
の
五
緒
の
こ
と
を
書
い
た
第
六
十
四
段

を
描
い
た
も
の
か
と
推
測
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
ら
二
つ
の
段
に
は
馬
の
こ
と
が
出
て
こ
な
い
か

ら
不
審
が
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
絵
柄
は
、
徒
然
草
第
二
段
に
書
か
れ
て
い

る
九
条
殿
遺
誠
の
「
衣
冠
よ
り
馬
・
車
に
い
た
る
ま
で
、
あ
る
に
し
た
が
ひ
て
用
み
よ
。
美
麗

を
求
む
る
こ
と
な
か
れ
」
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
絵
の
構
図
か
ら
冠
の
置
き
方
、
頭
を
下

げ
て
前
足
を
少
し
挙
げ
て
い
る
馬
の
仕
草
、
庭
の
木
立
に
い
た
る
ま
で
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第

二
段
の
挿
絵
と
酷
似
す
る
。
こ
の
紙
片
を
書
い
た
人
物
が
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
見
て
さ
え
い
れ

ば
、
第
二
段
を
描
い
た
色
紙
で
あ
る
と
、
即
座
に
わ
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
本
色
紙
の
章
段
特

定
を
依
頼
さ
れ
た
人
物
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
記
述
が
前
後
し
た
が
、
実
は
こ
の
色
紙
の
裏
面
に
、
「
衣
冠
馬
車
ノ
画
」
と
標
題
を
付
し
て

徒
然
草
第
二
段
の
全
文
（
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
を
う
そ
か
な
る
を
も
て
」
が
「
を
う
そ
か

な
る
を
も
っ
て
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
）
を
書
い
た
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の

紙
片
は
、
本
作
品
に
付
属
す
る
他
の
紙
片
と
筆
跡
が
似
て
い
る
も
の
の
、
他
の
紙
片
で
は
、
徒

然
草
の
本
文
を
書
く
際
に
ま
ず
冒
頭
の
右
肩
上
に
小
さ
く
章
段
番
号
を
示
し
て
い
る
の
に
、
こ

こ
で
は
そ
れ
が
な
く
、
「
衣
冠
馬
車
ノ
画
」
と
い
う
題
が
書
い
て
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
に

触
れ
た
小
紙
片
の
後
で
、
新
た
に
第
二
段
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
と
推
測

し
て
お
き
た
い
。

　
徒
然
草
第
二
段
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
以
外
で
描
か
れ
る
の
は
珍
し
く
、
蓬
左
本
・

専
修
大
本
・
有
吉
本
・
斎
宮
本
す
べ
て
に
第
二
段
の
絵
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
も
、
本
色
紙
は

珍
し
い
と
言
え
よ
う
。

【
第
五
段
】

　
草
庵
の
縁
先
で
満
月
を
眺
め
る
貴
公
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
第
五
段
の
「
顕
基
中
納
言
の
言

ひ
け
ん
、
配
所
の
月
、
罪
な
く
し
て
見
ん
こ
と
、
さ
も
覚
え
ぬ
べ
し
」
の
絵
画
化
で
あ
る
。
こ

の
段
の
構
図
は
、
本
色
紙
を
含
め
て
、
蓬
左
本
・
有
吉
本
と
も
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
す
る
。

た
だ
し
、
細
か
く
見
れ
ば
、
笏
を
持
つ
図
（
『
な
ぐ
さ
み
草
』
・
蓬
点
本
）
と
笏
を
持
た
な
い

図
（
本
色
紙
・
有
吉
本
）
に
分
か
れ
る
。
ま
た
、
他
の
比
較
作
品
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
同

様
、
画
面
の
手
前
に
紅
葉
し
た
も
み
じ
の
木
が
描
か
れ
る
が
、
本
色
紙
で
は
画
面
の
奥
に
、
も

み
じ
が
描
か
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。
序
段
の
描
き
方
や
こ
の
段
の
描
き
方
か
ら
見
る
と
、
他

の
比
較
作
品
と
比
べ
て
、
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
へ
の
依
拠
の
度
合
い

が
低
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
後
の
色
紙
に
お
い
て
も
『
な
ぐ
さ
み
草
』
へ

の
依
拠
度
に
注
目
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
な
お
、
色
紙
に
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
小
紙
片
の
中
に
「
不
幸
に
愁
へ
に
し
つ
め
る
人
の
と
い



ふ
段
に
顕
基
中
納
言
の
い
ひ
け
ん
と
あ
る
所
に
似
た
り
」
と
い
う
小
紙
片
が
あ
る
。
こ
れ
は
お

そ
ら
く
、
こ
の
絵
が
第
五
段
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
は
裏

面
に
貼
ら
れ
て
あ
っ
た
の
が
剥
が
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

の
は
、
本
文
冒
頭
の
「
世
の
人
の
心
惑
は
す
こ
と
、
色
欲
に
は
し
か
ず
」
と
い
う
一
文
と
よ
く

響
き
合
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
、
こ
の
「
徒
然
草
淡
彩
色

紙
」
の
独
自
性
を
見
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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【
第
八
段
】
（
図
版
3
参
照
）

　
画
面
手
前
に
大
き
く
川
の
流
れ
が
描
か
れ
、
中
央
や
や
左
の
川
岸
の
平
板
な
石
の
上
で
、
左

手
で
裾
を
た
く
し
上
げ
、
右
手
に
柄
杓
を
持
っ
て
洗
濯
す
る
女
が
立
つ
。
そ
の
す
ぐ
右
側
の
川

面
に
、
腹
部
を
下
に
向
け
て
両
手
を
挙
げ
、
ま
さ
に
今
落
ち
な
ん
と
す
る
久
米
仙
人
を
描
く
。

色
紙
の
裏
面
に
は
次
の
よ
う
に
、
徒
然
黒
垂
八
段
の
全
文
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
考
察
で

は
、
色
紙
の
裏
に
本
文
が
貼
ら
れ
て
い
る
場
合
は
そ
の
旨
を
指
摘
し
、
鳥
丸
本
と
の
異
同
な
ど

を
中
心
に
、
簡
単
に
触
れ
る
程
度
に
と
ど
め
る
が
、
こ
こ
で
は
一
例
と
し
て
、
表
記
・
改
行
も

そ
の
ま
ま
翻
刻
し
て
お
く
。
冒
頭
に
「
八
」
と
記
し
、
章
段
の
番
号
を
書
い
て
い
る
。

八

世
の
人
の
心
ま
と
わ
す
事
色
欲
に
は
し
か
す

人
の
心
は
お
ろ
か
な
る
物
か
な
匂
ひ
な
と
ハ
か
り
の
単

な
る
籍
し
は
ら
く
衣
裳
に
た
き
物
す
と
し
り
な
か
ら

え
な
ら
ぬ
匂
ひ
に
は
必
心
と
き
め
き
す
る
物
な
り

久
米
仙
人
の
物
あ
ら
ふ
女
の
は
き
の
白
き
を
見
て
通
を

失
ひ
け
ん
ハ
誠
二
手
足
は
た
へ
な
と
の
清
ら
に
肥

あ
ふ
ら
つ
き
た
ら
ん
ハ
外
の
色
な
ら
ね
ハ
さ
も
あ
ら
ん
か
し

　
こ
の
部
分
の
本
文
は
、
流
布
本
で
あ
る
烏
丸
本
と
同
じ
で
あ
る
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
久
米
の
仙
人
は
、
雲
の
上
に
立
っ
て
洗
濯
女
を
見
下
ろ
し
て
い
る
構

図
で
、
有
吉
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
す
る
。
本
色
紙
で
、
久
米
仙
人
が
川
面
す
れ
す
れ

ま
で
落
下
し
て
い
る
の
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
異
な
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
描
き
方
で
、
こ

こ
で
も
本
作
品
の
独
自
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
た
だ
し
斎
宮
本
は
本
色
紙
に
や
や
近
く
、
や
は
り

久
米
仙
人
が
、
雲
か
ら
真
っ
逆
さ
ま
に
落
下
し
た
所
を
描
く
。

　
川
端
の
木
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
松
、
有
吉
本
と
斎
宮
本
が
柳
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本

色
紙
は
紅
葉
し
た
も
み
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彩
色
し
て
あ
る
作
品
は
、
本
色
紙
以
外
は
木
立

が
緑
色
に
塗
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
本
色
紙
で
は
、
遠
景
に
描
か
れ
て
い
る
山
の

木
立
も
紅
葉
し
て
お
り
、
女
性
の
着
物
に
も
赤
が
利
か
せ
て
あ
る
。
川
の
水
や
遠
い
山
並
み
の

淡
い
青
色
と
の
対
比
が
鮮
や
か
で
あ
る
。
第
八
段
の
本
文
に
は
、
季
節
を
示
す
表
現
は
な
い
が
、

こ
の
場
面
を
描
く
に
あ
た
っ
て
、
本
色
紙
が
画
面
全
体
に
赤
を
利
か
せ
た
描
き
方
を
し
て
い
る

【
第
九
段
】

　
画
面
中
央
に
、
衣
桁
の
陰
で
後
ろ
向
き
に
横
顔
を
少
し
見
せ
る
宮
廷
女
性
を
描
き
、
手
前
の

庭
の
木
に
は
長
い
黒
紐
（
徒
然
草
本
文
に
よ
れ
ば
、
女
性
の
黒
髪
）
で
繋
が
れ
た
白
象
を
描
く
。

明
ら
か
に
第
九
段
の
「
さ
れ
ば
、
女
の
卜
す
ぢ
を
膨
れ
る
綱
に
は
、
大
象
も
よ
く
繋
が
れ
」
の

絵
画
化
で
あ
る
。
本
図
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
九
段
挿
絵
と
酷
似
し
、
蓬
左
本
も
同
一
構
図
。

一
方
、
斎
宮
本
で
は
、
庭
に
象
が
繋
が
れ
て
い
る
の
は
同
じ
だ
が
、
室
内
で
鏡
に
向
か
っ
て
脇

息
に
回
れ
な
が
ら
、
侍
女
に
髪
を
硫
か
せ
て
い
る
女
性
を
描
く
。

　
本
色
紙
の
裏
面
に
、
徒
然
草
第
九
段
の
全
文
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
鳥
丸
本
と
異
同
な
し
。

【
第
十
一
段
】
（
図
版
4
参
照
）

　
画
面
手
前
中
央
に
柵
で
囲
ん
だ
木
が
あ
り
、
右
側
に
そ
の
木
を
見
上
げ
る
僧
形
の
人
物
が
杖

を
突
い
て
立
つ
。
画
面
上
部
左
に
章
章
棚
と
覧
の
あ
る
草
庵
が
描
か
れ
、
遠
景
に
は
な
だ
ら
か

な
小
山
、
中
景
に
は
小
川
が
流
れ
る
山
里
の
風
景
で
あ
る
。
神
無
月
に
山
里
で
見
た
心
惹
か
れ

る
草
庵
の
た
た
ず
ま
い
。
し
か
し
裏
に
回
っ
て
み
る
と
た
わ
わ
に
実
っ
た
蜜
柑
の
木
に
囲
い
が

し
て
あ
っ
て
興
ざ
め
し
た
、
と
い
う
第
十
一
段
全
体
の
情
景
を
描
い
て
い
る
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
構
図
は
似
る
が
、
蓬
左
本
が
ほ
と
ん
ど
つ
ね
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷

似
す
る
の
と
比
べ
る
と
、
本
色
紙
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
踏
襲
し
な
が
ら
も
、
相
違
点

も
目
に
付
く
。
た
と
え
ば
、
本
色
紙
の
画
面
が
大
き
い
と
こ
ろ
が
ら
、
全
体
的
に
『
な
ぐ
さ
み

草
』
よ
り
も
ゆ
っ
た
り
と
し
た
広
々
と
し
た
印
象
を
受
け
る
。
画
面
に
水
の
流
れ
が
描
か
れ
る

こ
と
も
多
く
、
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
本
図
で
も
画
面
の
中
央
を
横
切
っ
て
小
川
が
流
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
も
蓬
左
本
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
徒
然
草
本

文
で
「
枝
も
た
わ
わ
に
」
実
っ
て
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
蜜
柑
が
描
か
れ
て
い
な
い
の
は
、
や

や
物
足
り
な
い
。
僧
形
の
人
物
の
容
貌
や
僧
衣
は
序
段
の
人
物
像
と
酷
似
し
て
お
り
、
序
段
と

と
も
に
こ
の
第
十
一
段
も
、
兼
好
の
体
験
談
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し
た
描
き
方
に
な
っ
て
い
る

と
言
え
よ
う
。

　
裏
面
に
「
よ
う
つ
の
事
一
月
見
る
に
そ
な
く
さ
む
／
き
よ
く
な
か
る
・
水
の
景
色
時
を
わ
か

ず
／
（
一
行
、
か
す
れ
て
お
り
、
判
読
出
来
ず
）
」
と
い
う
小
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
第
二
十
一
段
の
一
部
で
あ
り
、
誤
り
。
貼
ら
れ
ず
に
伝
来
し
て
い
る
紙
片
に
は
、
第
十
一

段
本
文
の
全
文
を
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
鳥
丸
本
で
「
さ
す
が
に
住
む
人
の
」
の
部
分
が
、
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「
さ
す
が
住
む
人
の
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
本
文
異
同
と
い
う
よ
り
も
、
書
写
す
る
際
に

「
に
」
一
字
が
欠
落
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
高
乗
快
著
『
徒
然
草
の
研
究
　
　
校
本
と
解
釈
的
研

究
』
（
自
治
日
報
社
、
昭
和
四
十
三
年
）
に
も
、
こ
の
部
分
が
「
さ
す
が
」
と
な
っ
て
い
る
も

の
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
以
外
は
、
鳥
丸
本
と
同
一
。

【
第
十
二
段
】
（
図
版
5
参
照
）

　
画
面
の
中
央
に
、
室
内
で
脇
息
に
免
れ
て
座
す
男
性
貴
族
を
一
人
描
く
。
周
囲
の
襖
に
は
山

水
画
が
描
か
れ
、
画
面
上
部
に
は
、
戸
外
の
水
の
流
れ
や
樹
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
画
面
の
描

き
方
が
丁
寧
で
詳
し
く
、
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
全
二
十
九
葉
の
中
で
も
、
屈
指
の
一
枚
で
あ

る
。
た
だ
し
、
裏
面
に
本
文
の
貼
り
付
け
が
な
い
の
は
、
章
段
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
ろ
う
。
確
か
に
こ
れ
だ
け
で
は
、
徒
然
草
の
ど
の
段
で
あ
る
か
す
ぐ
に
は
見
当
が
つ
き
か
ね

る
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
見
て
ゆ
く
と
、
本
図
と
酷
似
す
る
の
が
第
十
二
段
の
挿
絵

で
あ
る
。
第
十
二
段
を
描
い
た
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
王
朝
風
な
構
図
が
好
ま
れ
た
た
め
か
、
蓬

左
本
・
有
吉
本
に
も
酷
似
す
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
徒
然
草
第
十
二
段
は
、
心
の
友
が
い
な
い
こ
と
を
嘆
く
段
で
、
孤
独
感
や

わ
び
し
さ
が
強
調
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
文
の
ど
こ
に
も
、
具
体
的
な
室
内
描
写
や
人
物
描

写
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
第
十
二
段
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
自
体
は
、
心
の
申
の
思
念
を
書
い

た
段
で
あ
り
、
抽
象
化
さ
れ
、
普
遍
性
を
持
つ
書
き
方
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
段
は

絵
画
化
す
る
の
は
難
し
い
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
図
柄
で
第
十
二
段
を
描
い

た
の
か
は
不
明
だ
が
、
本
来
は
、
決
し
て
立
派
な
部
屋
で
一
人
静
か
に
座
っ
て
い
る
男
性
貴
族

に
限
定
さ
れ
る
内
容
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
徒
然
草
を
描
い
た
絵
画
作
品
を
通
し
て
、
逆
に
徒

然
草
の
記
述
内
容
が
、
時
代
や
性
別
や
身
分
に
限
定
さ
れ
な
い
、
普
遍
的
な
人
間
の
心
の
あ
り

方
を
見
据
え
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。

【
第
十
四
段
】
（
図
版
6
参
照
）

　
画
面
手
前
の
右
側
で
は
、
粗
末
な
家
の
中
で
糸
繰
り
を
す
る
女
性
。
左
手
に
は
そ
れ
を
眺
め

る
芝
刈
り
の
男
性
。
画
面
上
部
に
は
山
中
に
二
頭
の
猪
を
描
く
。
第
十
四
段
は
歌
論
が
書
か
れ

た
段
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
あ
や
し
の
し
づ
・
山
が
つ
の
し
わ
ざ
も
、
言
ひ
出
で
つ
れ
ば
お

も
し
ろ
く
、
恐
ろ
し
き
猪
も
、
ふ
す
猪
の
床
と
言
へ
ば
、
や
さ
し
く
な
り
ぬ
」
を
絵
画
化
し
た

も
の
。
な
お
、
糸
を
繰
る
女
の
姿
は
「
あ
や
し
の
し
づ
・
山
が
つ
の
し
わ
ざ
」
に
も
含
ま
れ
る

と
思
う
が
、
そ
の
後
の
本
文
に
「
貫
之
が
、
糸
に
よ
る
も
の
な
ら
な
く
に
、
と
い
へ
る
は
古
今

集
の
歌
屑
と
か
や
言
ひ
伝
へ
た
れ
ど
」
の
部
分
の
絵
画
化
か
も
し
れ
な
い
。
本
図
の
描
き
方
は

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
よ
く
似
る
。
た
だ
し
、
糸
繰
り
の
女
性
が
長
い
木
の
板
に
足
を
載

せ
て
い
る
描
き
方
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。

　
歌
語
独
特
の
表
現
や
、
昔
と
今
の
和
歌
の
比
較
な
ど
、
歌
論
の
よ
う
な
内
容
を
持
つ
こ
の
段

は
、
第
十
二
段
と
同
様
、
あ
る
意
味
で
抽
象
的
な
論
を
述
べ
て
い
る
の
で
、
絵
画
化
に
適
し
て

い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
、
本
図
の
も
と
に
な
っ
た
構
図
が
描
か
れ
る

と
そ
れ
が
踏
襲
さ
れ
て
、
蓬
左
本
も
専
修
大
本
も
酷
似
す
る
図
柄
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
斎
宮

本
は
や
や
異
な
り
、
山
里
の
親
子
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
描
く
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
よ
う
な
、
写

実
的
と
も
言
え
る
画
風
に
な
っ
て
い
る
。
川
か
ら
大
き
な
桶
で
水
を
汲
ん
で
家
に
戻
る
子
ど
も
、

家
の
中
で
糸
を
繰
る
母
親
、
芝
刈
り
を
し
て
山
か
ら
帰
っ
て
く
る
父
親
の
姿
と
し
て
、
こ
の
段

を
描
い
て
い
る
。
二
頭
の
猪
も
描
か
れ
て
は
い
る
が
、
斎
宮
本
の
画
面
は
、
徒
然
草
に
書
か
れ

て
い
た
よ
う
な
歌
論
の
世
界
を
描
く
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
か
な
り
自
由
な
描
き
方
と
言
え
よ

う
。
こ
の
こ
と
は
、
斎
宮
本
の
特
徴
で
あ
り
、
以
下
の
考
察
で
も
適
宜
言
及
す
る
こ
と
に
な
ろ

・
つ
。　

裏
面
に
は
第
十
四
段
の
前
半
部
、
「
今
の
世
の
人
の
よ
ミ
ぬ
へ
き
こ
と
か
ら
と
は
見
え
す
」

ま
で
が
貼
り
付
け
て
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
紙
片
に
は
冒
頭
に
章
段
番
号
を
示
す
数
字
が
書
か

れ
て
い
な
い
。

【
第
十
五
段
】

　
画
面
中
央
の
左
側
に
、
後
ろ
を
振
り
返
る
僧
侶
、
右
側
に
刀
を
差
し
た
若
者
を
描
く
。
ま
わ

り
の
風
景
は
山
里
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
で
は
段
の
特
定
が
難
し
い
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
十

五
段
の
挿
絵
と
酷
似
す
る
。
蓬
二
本
も
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
す
る
。
徒
然
草
本
文
で
は
、

旅
の
一
般
論
と
し
て
書
か
れ
て
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
の
旅
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
『
な

ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
な
ぜ
か
、
僧
侶
と
若
者
の
旅
姿
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
蓬
古
本
で

も
本
図
で
も
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
。
若
者
は
従
者
か
と
も
思
え
る
が
、
『
な
ぐ
さ
み

草
』
の
大
意
に
「
思
ふ
子
に
は
旅
を
さ
せ
よ
と
世
の
諺
に
も
申
す
め
る
は
、
げ
に
も
と
覚
え
侍

り
」
と
あ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
あ
る
い
は
こ
の
若
者
は
一
人
旅
を
し
て
い
て
、
旅
で

行
き
会
っ
た
僧
侶
と
し
ば
し
道
連
れ
に
な
っ
た
場
面
を
描
く
か
。
特
に
本
図
で
の
若
者
は
う
つ

む
き
加
減
で
や
や
頼
り
な
げ
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
そ
の
間
の
事
情
も
反
映
し
て
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
わ
り
の
風
景
は
、
「
み
な
か
び
た
る
所
、
山
里
な
ど
は
、
い
と
目
慣
れ
ぬ

こ
と
の
み
ぞ
多
か
る
」
と
い
う
本
文
を
絵
画
化
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

　
本
色
紙
の
裏
面
に
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
「
い
つ
く
に
も
あ
れ
し
は
し
／
旅
立
た
る
と
い

ふ
段
に
／
似
候
也
い
か
・
／
弁
へ
か
た
し
」
と
い
う
小
紙
片
が
伝
来
し
て
い
る
。
段
を
特
定
す

る
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
第
十
五
段
ら
し
い
と
推
測
し
て
い
る
。
も
し
『
な
ぐ
さ
み
草
』

の
版
本
が
手
元
に
あ
れ
ば
、
確
信
を
持
っ
て
特
定
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
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【
第
十
八
段
】
（
図
版
7
参
照
）

　
画
面
は
大
き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。
上
部
は
雪
景
色
の
中
、
粗
末
な
庵
で
藁
の
上
に
臥
し
て

戸
外
を
眺
め
る
中
国
風
の
人
物
。
空
に
は
満
月
が
描
か
れ
て
い
る
。
下
部
に
は
、
か
な
り
激
し

い
川
の
流
れ
を
川
岸
に
座
っ
て
眺
め
る
こ
れ
も
中
国
風
の
人
物
。
そ
の
右
側
の
木
に
は
椀
状
の

も
の
（
本
文
で
は
な
り
ひ
さ
ご
）
が
枝
に
結
い
付
け
て
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
第
十
八
段
に

書
か
れ
て
い
る
許
由
と
孫
農
の
故
事
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
酷

似
す
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
か
な
り
徒
然
草
本
文
に
忠
実
に
描
い
て
お
り
、
許
由
が
右
手
を

伸
ば
し
て
川
の
水
を
掬
お
う
と
す
る
姿
が
は
っ
き
り
わ
か
る
が
、
本
図
は
右
手
を
あ
ま
り
伸
ば

し
て
い
な
い
の
で
、
一
見
す
る
と
、
た
だ
水
面
を
眺
め
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
本
色
紙
は
、
二
人
の
顔
の
表
情
が
自
足
し
た
穏
や
か
な
よ
い
表
情
で
描
か
れ
て
お
り
、
画
家

の
力
量
を
感
じ
る
。
こ
の
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
を
誰
が
、
あ
る
い
は
ど
の
流
派
の
絵
師
が
描

い
た
の
か
、
日
本
美
術
の
観
点
か
ら
の
研
究
が
期
待
さ
れ
る
。

　
な
お
、
本
作
品
の
考
察
か
ら
は
少
し
離
れ
る
が
、
他
の
作
品
の
描
き
方
に
も
簡
単
に
触
れ
て

お
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
が
『
な
ぐ
さ
み
草
』
か
ら
独
自
の
改
変
を
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

有
吉
本
は
構
図
は
酷
似
す
る
が
、
忠
心
の
部
分
が
冬
景
色
で
な
く
、
紅
葉
し
た
あ
ざ
や
か
な
も

み
じ
を
眺
め
て
い
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。
寒
い
冬
も
、
質
素
な
甘
干
の
上
で
寝
て
い
た
孫

農
を
描
い
た
と
す
る
に
は
、
不
適
切
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
本
文
よ
り
も
視
覚
的

に
華
や
か
で
美
し
い
情
景
を
描
く
こ
と
に
力
点
を
置
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
蓬
左
本

で
、
な
り
ひ
さ
ご
ら
し
き
も
の
が
全
く
描
か
れ
て
い
な
い
の
も
、
物
足
り
な
い
。

　
も
う
一
点
、
こ
れ
は
今
回
取
り
上
げ
て
い
る
作
品
の
共
通
項
で
あ
る
が
、
孫
農
の
図
柄
の
空

に
満
月
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
て
み
た
い
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
本
文
に
「
孫
農
は
冬

の
月
に
裳
な
く
て
、
藁
一
束
あ
り
け
る
を
」
と
あ
る
部
分
を
、
天
体
の
「
月
」
と
解
釈
し
て
描

き
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
『
徒
然
草
諸
抄
大
成
』
（
一
六
八
八
年
刊
）

に
、
山
岡
元
隣
『
増
補
鉄
槌
』
の
「
月
影
の
心
に
て
は
な
し
」
と
い
う
説
を
紹
介
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
ら
も
、
天
体
の
月
と
い
う
解
釈
が
む
し
ろ
通
説
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
以
下
、
月
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
る
の
で

あ
ろ
う
。
現
在
で
は
こ
の
部
分
は
、
「
冬
の
季
節
」
と
い
う
意
味
に
解
釈
し
て
い
る
。

　
色
紙
の
裏
面
に
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
十
八
段
の
全
文
を
書
い
た
紙
片
が
伝
来
し
て
い

る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
枝
に
か
け
た
り
け
る
が
」
の
部
分
が
こ
こ
で
は
「
枝
に
か
け
た

り
け
れ
ば
」
と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

【
第
二
十
段
】

山
里
の
草
庵
の
縁
先
で
、

左
手
を
挙
げ
て
満
月
を
眺
め
て
い
る
僧
侶
を
描
く
。
『
な
ぐ
さ
み

草
』
の
挿
絵
に
は
画
面
全
体
に
木
立
や
草
が
ま
ん
べ
ん
な
く
描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本

色
紙
に
は
柴
垣
が
目
立
つ
点
は
異
な
る
が
、
そ
れ
を
除
け
ば
全
体
に
よ
く
似
て
い
る
。
他
の
作

品
で
は
、
蓬
左
本
が
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
し
、
斎
宮
本
は
、
草
庵
の
戸
に
手
を
か
け
て
、

戸
を
開
け
て
山
の
端
に
懸
か
る
月
を
見
よ
う
と
す
る
僧
侶
を
描
き
、
構
図
が
や
や
異
な
る
。
こ

こ
で
、
少
し
詳
し
く
こ
れ
ら
の
作
品
と
比
較
し
て
み
る
と
、
こ
の
色
紙
描
き
方
の
特
徴
が
浮
か

び
上
が
る
。

　
本
色
紙
で
は
、
大
き
な
満
月
を
画
面
右
上
に
強
調
し
て
、
あ
た
か
も
手
を
淫
し
て
そ
の
月
を

世
捨
人
が
眺
め
て
い
る
図
に
見
え
る
。
顔
も
か
な
り
上
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
も

と
に
な
っ
て
い
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
僧
侶
の
顔
の
向
き
も
そ
れ
ほ
ど
上
向
き
で
は
な
く
、

上
空
の
満
月
を
見
上
げ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
戸
外
の
自
然
を
眺
め
や
る
風
情
が
感
じ
ら
れ

る
。
そ
の
点
は
、
蓬
貸
本
も
斎
宮
本
も
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
描
き
方
に
倣
っ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
つ
ま
り
、
戸
外
の
木
立
や
草
が
か
な
り
詳
し
く
描
き
込
ま
れ
、
直
接
月
だ
け
を
見
て
い

る
よ
う
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
本
色
紙
で
は
、
月
以
外
の
戸
外
は
や
や
殺
風
景
と
も
言
え
る
描
き
方
に
な
っ

て
お
り
、
月
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
図
柄
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
徒
然
草
第
二
十
段
の
全
文
は

「
な
に
が
し
と
か
や
言
ひ
し
世
捨
人
の
、
こ
の
世
の
ほ
だ
し
持
た
ら
ぬ
身
に
、
た
だ
空
の
名
残

の
み
ぞ
惜
し
き
、
と
言
ひ
し
こ
そ
、
ま
こ
と
に
さ
も
覚
え
ぬ
ぺ
け
れ
」
で
あ
る
。
「
空
の
名
残
」

と
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
大
意
で
は
「
四
季
折
々
の
天
の
こ
と
な
り
」
と
あ
る
。
そ
こ
に
は

月
の
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
含
ま
れ
る
が
、
そ
れ
に
限
ら
ず
樹
木
や
草
の
風
情
も
含
ん
で
い
る
だ
ろ

う
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
画
面
に
、
自
然
が
横
溢
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
あ
た

り
の
こ
と
を
描
き
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
一
方
、
こ
の
色
紙
で
月
に
特
定
し
て
い
る
の
は
、
解
釈
と
し
て
逸
脱
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

室
町
時
代
の
連
歌
師
心
志
の
『
ひ
と
り
ご
と
』
に
は
徒
然
草
第
二
十
段
に
言
及
す
る
箇
所
が
あ

り
、
そ
こ
で
は
月
に
別
れ
る
の
を
惜
し
む
気
持
ち
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
色
紙

の
構
図
は
、
『
ひ
と
り
ご
と
』
の
解
釈
と
同
様
の
描
き
方
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　
色
紙
の
裏
面
に
は
「
山
寺
に
か
き
籠
り
て
仏
に
つ
か
う
ま
つ
る
こ
そ
／
つ
れ
つ
れ
も
な
く
心

の
に
こ
り
も
き
よ
ま
る
心
地
／
す
れ
／
是
に
」
と
書
い
た
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
色

紙
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
の
一
致
か
ら
も
、
明
ら
か
に
第
二
十
段
を
描
い
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
こ
の
紙
片
に
書
か
れ
て
い
る
第
十
七
段
と
い
う
指
摘
は
誤
り
で
あ
る
。

【
第
二
十
［
段
】

　
水
辺
で
、
鳥
や
魚
を
眺
め
る
中
国
風
の
人
物
を
描
く
と
こ
ろ
が
ら
、
第
二
十
一
段
の
「
奮
康

も
、
山
沢
に
遊
び
て
魚
鳥
を
見
れ
ば
、
心
楽
し
ぶ
と
言
へ
り
」
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
構
図
は
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『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
似
る
が
、
樹
木
の
描
き
方
が
少
な
い
こ
と
、
月
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
、

鳥
や
魚
の
向
き
な
ど
が
異
な
る
。
蓬
左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
す
る
。
蓬
左
本
は
こ
の

段
に
限
ら
ず
、
全
般
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
し
て
お
り
、
ま
る
で
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿

絵
を
す
ぐ
横
に
置
い
て
模
写
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
細
部
ま
で
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
こ
の
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
の
場
合
は
、
構
図
は
ほ
ぼ
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に

依
り
な
が
ら
も
、
細
部
の
描
き
方
は
む
し
ろ
異
な
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
点
に
工
夫
が
見
ら
れ

る
。
本
色
紙
の
裏
面
に
は
徒
然
草
本
文
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付
属
紙
片
に
は
、
第
二
十
一

段
の
全
文
を
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
心
楽
し
ぶ
」
が
「
心
楽
し
む
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

【
第
三
十
二
段
】
（
図
版
8
参
照
）

　
画
面
右
手
前
に
は
、
左
手
に
杖
を
持
ち
、
柴
垣
か
ら
覗
く
僧
形
の
人
物
が
い
る
。
こ
の
人
物

は
、
左
腰
に
刀
を
差
し
て
お
り
、
序
段
で
の
僧
侶
の
脇
か
ら
も
刀
が
見
え
て
い
た
の
を
思
い
出

さ
せ
る
。
僧
侶
と
柴
垣
を
隔
て
て
、
従
者
二
人
を
連
れ
た
貴
族
が
右
手
に
向
か
っ
て
庭
を
歩
き
、

彼
が
出
て
き
た
家
か
ら
は
、
遣
戸
を
半
ば
開
け
て
、
客
人
を
見
送
り
が
て
ら
月
を
眺
め
る
男
性

貴
族
一
人
を
描
く
。
こ
の
よ
う
な
構
図
か
ら
、
第
三
十
二
段
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
裏
面
に
も
「
九
月
二
十
日
の
比
あ
る
人
に
さ
そ
は
れ
奉
り
て
明
る
ま
て
／
月
見
あ
り
く

事
侍
し
に
お
ほ
し
出
る
所
あ
／
り
て
あ
な
ひ
せ
さ
せ
て
…
…
」
と
い
う
小
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い

る
。
構
図
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
よ
く
似
て
い
る
。

　
第
三
十
二
段
は
、
兼
好
自
身
の
体
験
談
な
の
で
、
僧
形
の
人
物
は
兼
好
で
あ
り
、
序
段
・
第

十
一
段
と
共
通
し
て
、
こ
の
色
紙
で
も
刀
を
差
し
た
姿
で
描
く
と
い
う
一
貫
性
が
あ
る
。
ち
な

み
に
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
序
段
も
第
十
一
段
も
こ
の
第
三
十
二
段
も
、
僧
侶
は
刀
を
差

し
て
い
な
い
。

　
さ
て
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
は
、
徒
然
草
第
三
十
二
段
の
本
文
で
は
、
家
の
主

人
が
男
性
か
女
性
か
を
明
記
し
て
お
ら
ず
、
た
ん
に
「
そ
の
人
」
と
書
い
て
い
る
の
で
、
こ
の

段
を
絵
画
化
し
た
場
合
、
男
女
ど
ち
ら
に
描
い
て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
現
在
の
注
釈
書

で
は
「
そ
の
人
」
を
女
性
と
す
る
の
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
も
こ
の
色

紙
も
男
性
と
し
て
描
い
て
い
る
。
全
般
的
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
し
て
い
る
蓬
草
本
は
、

も
ち
ろ
ん
男
性
と
し
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
本
文
で
は
妻
戸
と
あ
る
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』

も
本
色
紙
も
言
触
本
も
す
べ
て
遣
戸
で
描
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
た
と
え
ば
住
吉
具
慶
が
描
い

た
『
徒
然
草
画
帖
』
で
は
、
家
の
主
人
は
女
性
の
姿
で
あ
り
、
妻
戸
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
は
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
依
拠
し
な
が
ら

も
、
独
自
の
描
き
方
を
し
て
い
る
色
紙
が
多
か
っ
た
が
、
こ
の
場
面
は
、
家
の
主
人
が
男
性
で

あ
る
こ
と
や
、

が
高
い
。

妻
戸
で
な
く
遣
戸
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
へ
の
依
拠
度

【
第
三
十
六
段
】

　
画
面
左
手
前
に
室
内
に
座
す
王
朝
風
女
性
、
中
央
の
庭
に
手
紙
を
持
つ
童
、
画
面
上
部
に
は

室
内
で
脇
息
に
莞
れ
る
貴
族
を
描
く
。
裏
面
に
も
「
久
し
く
音
信
せ
ぬ
比
い
か
は
か
り
／
怨
ら

ん
と
我
お
こ
た
り
云
々
」
の
小
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
第
三
十
六
段
で
、
し
ば
ら
く

訪
問
し
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
相
手
の
女
性
の
方
か
ら
手
紙
を
寄
越
し
て
く
れ
る
の
は

あ
り
が
た
い
、
と
い
う
場
面
を
描
く
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
構
図
は
似
て
い
る
が
、
文
使
い
の
人
物
の
向
き
と
男
性
貴
族
の
向
き
に

注
目
す
る
と
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
両
人
が
逆
の
方
向
を
向
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
色

紙
で
は
文
使
い
が
男
性
の
と
こ
ろ
に
今
ま
さ
に
や
っ
て
来
た
か
の
よ
う
に
戸
口
近
く
に
描
か
れ

る
と
と
も
に
、
男
性
が
文
使
い
の
方
を
向
い
て
お
り
、
本
文
に
「
う
れ
し
け
れ
」
と
あ
る
の
が

活
か
さ
れ
た
描
き
方
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
『
な
ぐ
さ
み
草
』
を
た
ん
に
模
写
せ
ず

に
、
工
夫
が
見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
第
四
十
【
段
】
（
図
版
9
参
照
）

　
画
面
手
前
中
央
で
は
、
賀
茂
の
競
べ
馬
が
行
わ
れ
、
老
若
男
女
が
見
物
し
て
い
る
。
画
面
右

側
で
は
、
一
人
の
法
師
が
樹
上
（
本
文
で
は
棟
の
木
）
か
ら
競
馬
を
見
物
し
て
お
り
、
そ
れ
を

見
上
げ
る
人
々
も
い
る
。
徒
然
草
の
中
で
も
有
名
な
第
四
十
一
段
の
場
面
で
あ
る
。
こ
れ
も
や

は
り
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
が
原
型
と
な
っ
て
い
る
。
二
頭
の
馬
が
尾
を
靡
か
せ
て
疾
走
し
ふ

騎
手
や
見
物
人
の
衣
裳
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
蓬
零
本
も
有
吉
本
も
、
色
鮮
や
か
に
華
や
か
に

描
か
れ
て
い
る
。
見
物
人
の
数
や
衣
裳
・
髪
型
な
ど
相
違
点
も
あ
る
こ
と
は
あ
る
が
、
ど
れ
も

よ
く
似
た
描
き
方
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
本
色
紙
で
は
、
他
に
は
見
ら
れ
な
い
描
き
方
を
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

画
面
左
手
奥
に
大
き
く
朱
の
鳥
居
が
描
か
れ
、
そ
の
す
ぐ
手
前
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に
珍
し
く
、
他
に
類
を
見
な
い
。
た
と
え
ば
、
米
沢
市
上
杉
博
物
館
や
板

橋
区
立
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
徒
然
草
屏
風
に
お
い
て
も
、
第
四
十
一
段
は
目
立
つ
位
置

に
、
華
や
か
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
場
合
で
も
、
構
図
の
中
に
鳥
居

は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
本
色
紙
で
も
、
序
段
や
第
三
十
二
段
に
登
場
し
て
い
た
脇
差
し

を
差
し
た
兼
好
と
思
し
き
お
な
じ
み
の
僧
形
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
裏
面
に
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付
属
の
紙
片
に
は
、
第
四
十
一
段
の
全
文
が
書
か
れ
た
も

の
が
あ
る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
枝
の
上
に
て
」
が
「
枝
の
上
に
」
と
な
っ
て
お
り
、
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「
て
」
が
脱
落
し
て
い
る
。

【
第
四
十
五
段
】
（
図
版
1
0
参
照
）

　
画
面
手
前
左
側
に
、
両
手
を
杖
に
も
た
せ
て
立
つ
僧
侶
、
そ
の
右
に
大
木
を
伐
る
三
人
の
男

た
ち
。
画
面
の
奥
は
建
物
で
あ
る
。
木
を
伐
ら
せ
る
僧
侶
を
描
く
と
こ
ろ
が
ら
、
第
四
十
五
段

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
裏
面
に
本
文
は
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
付
属
の
紙
片
に
も
第
四

十
五
段
は
な
い
。
こ
の
場
面
も
有
名
で
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
色
紙
を
含
め
て
や

は
り
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
構
図
に
則
る
。
蓬
田
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
す
る
。
有
吉
本

は
僧
侶
が
頭
巾
姿
で
あ
る
点
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
異
な
る
が
、
そ
の
他
は
酷
似
す
る
。
本
色

紙
も
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
よ
く
似
て
い
る
が
、
画
面
奥
の
室
内
に
冊
子
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
巻

物
も
見
え
る
の
は
、
他
に
は
な
い
描
き
方
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
良
士
僧
正
を
学
問
の
あ
る
教

養
人
と
し
て
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

【
第
四
十
七
段
】

　
画
面
手
前
の
左
に
杖
を
突
い
た
尼
、
そ
の
右
に
尼
に
話
し
か
け
る
男
を
描
く
。
画
面
の
中
央

か
ら
奥
に
か
け
て
、
清
水
寺
を
描
い
て
い
る
。
人
物
は
尼
と
男
の
二
人
だ
け
で
あ
る
こ
と
や
、

音
羽
の
滝
・
石
段
・
清
水
の
舞
台
な
ど
も
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
よ
く
似
た
構
図
で
あ
る
。
蓬

左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
酷
似
。
斎
宮
本
は
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
似
る
が
、
他
の
参

詣
者
が
九
人
も
描
か
れ
て
賑
や
か
な
絵
に
な
っ
て
い
る
。

　
裏
面
に
本
文
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付
属
紙
片
に
は
第
四
十
七
段
を
書
い
た
も
の
が
あ
る
。

鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
有
り
難
き
志
」
が
「
い
と
有
り
難
き
志
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
い
と
」

が
入
っ
て
い
る
異
文
は
、
珍
し
い
。

【
第
五
十
四
段
】

　
画
面
中
央
に
、
三
人
の
僧
と
稚
児
一
人
、
お
よ
び
男
一
人
を
描
き
、
右
手
に
紅
葉
し
た
も
み

じ
が
一
本
、
画
面
手
前
と
中
景
に
岩
、
遠
景
に
小
高
い
山
と
木
立
が
見
え
る
。
僧
侶
の
う
ち
の

二
人
は
数
珠
を
擦
り
、
一
人
は
稚
児
と
向
き
合
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
図
柄
か
ら
、
仁
和
寺

の
僧
侶
た
ち
が
稚
児
を
誘
い
出
し
て
遊
ぼ
う
と
し
て
、
双
が
岡
に
弁
当
を
隠
し
て
お
い
た
が
、

盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
話
を
書
い
た
、
第
四
十
五
段
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
五
人
の
人
物
が
ほ
ぼ
一
列
に
描
か
れ
て
お
り
、
や
や
単
調
な
描
き
方

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
画
面
右
側
の
僧
が
う
ず
た
か
く
積
も
っ
た
木
の
葉
を
手
で
か
き
分
け
、

そ
の
左
隣
に
立
つ
僧
が
数
珠
を
擦
る
。
そ
の
左
に
稚
児
、
さ
ら
に
そ
の
左
隣
に
も
う
一
人
の
僧

が
立
ち
、
画
面
左
端
手
前
に
男
が
一
人
立
っ
て
、
そ
の
光
景
を
見
て
い
る
。

　
本
色
紙
は
、
こ
の
よ
う
な
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
比
べ
て
人
物
の
向
き
や
姿
勢
、
表
情
な
ど
が

変
化
に
富
む
。
斎
宮
本
は
、
大
笑
い
す
る
僧
も
い
て
、
さ
ら
に
人
物
の
表
情
や
姿
勢
が
生
き
生

き
と
し
て
い
る
。
蓬
左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
す
る
が
、
描
か
れ
て
い
る
人
物
は
、
僧

三
人
と
稚
児
一
人
の
合
計
四
人
で
あ
る
。
本
色
紙
の
裏
面
に
は
本
文
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、

付
属
紙
片
に
は
、
第
五
十
四
段
全
文
が
あ
る
。

【
第
八
十
段
】

　
画
面
手
前
の
庭
で
は
、
左
側
に
置
か
れ
た
的
を
、
右
側
の
貴
族
と
僧
侶
が
、
肩
脱
ぎ
し
て
弓

で
射
よ
う
と
し
て
い
る
。
画
面
奥
の
座
敷
で
は
、
刀
を
脇
に
置
い
た
武
士
が
数
珠
を
ま
さ
ぐ
り
、

そ
の
横
で
僧
形
の
人
物
が
琴
を
弾
い
て
い
る
。
座
敷
の
奥
に
は
、
花
瓶
と
積
み
上
げ
ら
れ
た
書

物
が
見
え
る
。
第
八
十
段
の
前
半
部
、
「
人
ご
と
に
、
わ
が
身
に
う
と
き
こ
と
を
の
み
ぞ
好
め

る
。
、
法
師
は
兵
の
道
を
立
て
、
夷
は
弓
引
く
術
知
ら
ず
、
仏
法
知
り
た
る
気
色
し
、
連
歌
し
、

管
絃
を
嗜
み
合
へ
り
」
を
絵
画
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
琴
を
弾
く
法
師
の

横
に
文
台
ら
し
き
も
の
が
見
え
る
。
蓬
左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
す
る
が
、
文
台
で
は

な
く
、
も
う
一
面
、
琴
が
見
え
る
。
専
修
大
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
構
図
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る

が
、
武
士
の
脇
の
刀
が
な
く
、
琴
を
弾
く
法
師
の
横
に
何
も
描
か
れ
ず
、
簡
略
化
し
て
い
る
。

　
斎
宮
本
は
庭
で
弓
を
射
る
貴
族
と
僧
侶
の
他
に
、
そ
れ
を
見
物
す
る
人
々
や
矢
の
具
合
を
見

る
僧
な
ど
が
四
人
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。
座
敷
も
二
部
屋
に
分
か
れ
、
奥
の
部
屋
で
数
珠

を
ま
さ
ぐ
る
武
士
が
お
り
、
傍
ら
に
は
経
巻
を
積
み
上
げ
た
経
机
が
見
え
る
、
手
前
の
部
屋
で

は
背
を
向
け
て
琴
を
弾
く
僧
侶
と
、
そ
れ
を
廊
下
に
座
っ
て
聴
く
武
士
、
部
屋
に
は
琴
が
も
う

一
面
立
て
か
け
て
あ
り
、
そ
の
横
に
文
台
ら
し
き
小
机
も
あ
る
。
斎
宮
本
は
、
基
本
的
な
図
柄

は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
似
る
が
、
全
体
に
詳
し
く
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
面
も
奥
行

き
を
感
じ
さ
せ
る
斜
め
の
構
図
を
取
り
、
人
数
も
多
く
描
か
れ
て
い
る
。

　
基
本
に
な
っ
て
い
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
段
階
で
、
庭
で
弓
を
射
る
貴
族
と
僧
侶
、

座
敷
で
数
珠
を
ま
さ
ぐ
る
武
士
と
琴
を
弾
く
僧
侶
と
い
う
、
ニ
グ
ル
ー
プ
で
描
く
構
図
が
あ
る
。

そ
れ
以
降
は
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
図
柄
に
多
少
の
増
減
を
加
え
な
が
ら
踏
襲
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
以
来
、
第
八
十
段
の
絵
画
化
は
、
『
徒
然
草
』
本
文
の
表
現

と
比
べ
て
み
る
と
、
本
文
か
ら
は
「
法
師
は
兵
の
道
を
立
て
」
と
「
夷
は
」
「
仏
法
知
り
た
る

気
色
し
」
「
管
絃
を
嗜
み
合
へ
り
」
と
い
う
箇
所
を
絵
画
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
法
師

が
兵
の
道
を
立
て
て
い
る
と
い
う
部
分
が
、
弓
を
射
る
法
師
の
図
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
お
よ

び
武
士
が
仏
法
を
知
っ
て
い
る
様
子
を
、
数
珠
を
ま
さ
ぐ
る
姿
で
描
い
た
の
は
よ
い
が
、
本
文
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の
文
脈
に
従
え
ば
、
管
絃
を
嗜
み
合
っ
て
い
る
の
は
、
武
士
と
解
釈
で
き
る
。
け
れ
ど
も
『
な

ぐ
さ
み
草
』
以
下
、
ど
れ
も
武
士
で
は
な
く
僧
侶
が
琴
を
弾
く
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

斎
宮
本
で
は
、
琴
と
文
台
や
、
僧
が
琴
を
弾
く
の
を
聴
く
武
士
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
、
徒
然

草
本
文
の
文
脈
に
沿
っ
た
描
き
方
を
意
識
し
て
い
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
な
お
、
本
色
紙
の
裏
面
に
は
徒
然
草
本
文
は
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
付
属
の
紙
片
に
も
第
入
十

段
は
な
い
。

【
第
八
十
七
段
】

　
画
面
手
前
左
に
刀
を
振
り
か
ざ
し
た
男
が
一
人
、
そ
の
右
側
に
刀
や
長
刀
を
持
っ
て
斬
り
か

か
ろ
う
と
す
る
男
た
ち
が
四
人
い
る
。
画
面
の
左
手
奥
に
、
馬
に
乗
っ
た
僧
侶
が
、
あ
わ
や
乱

闘
に
な
ろ
う
と
す
る
場
面
を
不
安
そ
う
に
見
て
い
る
。
こ
の
構
図
か
ら
、
第
八
十
七
段
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
右
側
の
男
た
ち
が
五
人
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
は
本
色
紙
の
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
す
る
。
色
紙
の
裏
面
に
「
下
部
に
酒
の
ま
す

る
事
は
心
す
へ
き
歯
茎
…
…
」
と
い
う
小
紙
片
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　
蓬
左
本
は
本
色
紙
と
同
じ
く
男
た
ち
は
四
人
、
有
吉
本
は
、
左
右
見
開
き
二
面
を
使
っ
て
、

大
き
く
こ
の
場
面
を
描
き
、
男
た
ち
は
七
人
も
描
か
れ
、
僧
の
下
部
は
一
人
で
応
戦
す
る
。
斎

宮
本
で
は
、
か
な
り
異
な
り
、
具
覚
坊
は
馬
か
ら
下
り
て
、
乱
闘
の
中
に
割
っ
て
入
り
、
男
た

ち
に
両
手
を
合
わ
せ
て
懇
願
す
る
ポ
ー
ズ
を
取
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
も
べ

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
基
本
形
と
し
な
が
ら
、
酒
を
飲
ん
で
気
が
大
き
く
な
っ
た
下
部

が
、
乱
闘
騒
ぎ
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
、
徒
然
草
の
中
で
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
場
面
が
、
さ
ま

ざ
ま
に
描
か
れ
て
い
る
。
本
色
紙
の
特
徴
は
、
下
部
の
髭
が
切
れ
て
髪
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て

い
る
点
で
、
こ
の
男
の
激
し
さ
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
て
い
る
。
他
の
作
品
に
見
ら
れ
な
い
描
か

れ
方
で
あ
る
。

【
第
九
十
四
段
】

　
画
面
の
手
前
左
側
に
馬
か
ら
下
り
て
手
に
黒
塗
り
の
細
長
い
小
箱
を
持
つ
貴
族
と
馬
の
口
取

り
の
男
、
右
側
か
ら
は
牛
飼
童
が
牛
車
を
歩
ま
せ
、
従
者
が
一
人
い
る
。
勅
書
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
下
馬
し
な
い
、
と
い
う
故
実
を
書
い
た
第
九
十
四
段
を
描
い
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』

第
九
十
四
段
の
挿
絵
は
、
本
図
の
構
図
に
加
え
て
画
面
左
下
に
も
う
一
人
こ
の
場
面
を
見
詰
め

る
男
の
後
ろ
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
蓬
左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
。
有
吉
本
は
、
牛
飼

童
が
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
以
外
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
。

　
本
色
紙
の
裏
面
に
本
文
は
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
付
属
紙
片
に
も
第
九
十
四
段
本
文
は
な
い
。

【
第
百
九
段
】

　
画
面
申
央
や
や
右
寄
り
に
一
本
の
木
が
立
ち
、
腰
に
錠
を
差
し
た
男
が
木
の
中
ほ
ど
に
取
り

付
い
て
い
る
。
地
上
か
ら
そ
の
男
に
向
か
っ
て
左
手
を
差
し
な
が
ら
何
か
声
を
か
け
て
い
る
男

が
い
る
。
木
の
下
に
は
す
で
に
枝
が
二
本
落
ち
て
い
て
、
枝
下
ろ
し
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

木
の
す
ぐ
向
こ
う
に
は
川
が
流
れ
て
い
る
。
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
百
九
段
の
挿
絵
と
ほ

ぼ
同
じ
。
た
だ
し
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
川
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
考
察
で
も

述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
色
紙
に
は
、
徒
然
草
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
く
て
も
、
画
面
に
川
が

描
か
れ
る
こ
と
が
多
く
、
一
つ
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
と
思
う
。

　
蓬
左
心
は
、
木
に
登
っ
て
い
る
男
が
振
り
向
い
て
い
る
点
の
み
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
異
な
る

が
、
そ
の
他
は
酷
似
し
て
い
る
。
斎
宮
本
は
庭
の
木
を
伐
ら
せ
て
い
る
構
図
で
、
家
の
縁
先
に

座
っ
て
指
示
す
る
男
と
そ
の
横
に
座
っ
て
見
上
げ
る
男
、
さ
ら
に
も
う
一
人
男
の
子
が
い
る
。

　
本
図
の
裏
面
に
は
第
百
九
段
の
本
文
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
冒
頭
に
「
百
八
」
と
書

か
れ
て
い
る
。
現
行
の
章
段
番
号
と
の
違
い
が
こ
の
た
あ
り
か
ら
見
ら
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
手

が
か
り
に
、
本
作
品
に
付
属
す
る
徒
然
草
本
文
が
、
ど
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
い
る

か
、
推
測
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
色
紙
全
葉
の
考
察
を
終
え
て
か
ら

改
め
て
取
り
上
げ
て
み
た
い
。

　
烏
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
あ
や
し
き
下
繭
な
れ
と
も
」
が
「
い
や
し
き
長
島
な
れ
ど
も
」
と

な
っ
て
い
る
。
高
乗
勲
著
『
徒
然
草
の
研
究
』
の
校
本
に
は
、
「
い
や
し
き
」
と
な
っ
て
い
る

本
は
な
か
っ
た
。

【
第
百
四
十
四
段
】

　
画
面
の
右
か
ら
左
へ
か
け
て
斜
め
に
川
が
流
れ
て
い
る
。
右
手
の
木
橋
の
上
か
ら
僧
侶
が
、

川
で
馬
の
足
を
洗
っ
て
い
る
男
に
何
か
話
し
か
け
、
男
が
振
り
向
い
た
図
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』

第
百
四
十
四
段
の
挿
絵
と
構
図
は
ほ
ぼ
等
し
い
。
た
だ
し
本
図
で
は
画
面
の
右
側
に
木
が
一
本

描
か
れ
、
遠
景
の
山
並
み
に
紅
葉
し
た
樹
木
が
小
さ
く
何
本
も
描
か
れ
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み

草
』
で
は
遠
景
は
描
か
れ
ず
、
川
の
向
こ
う
岸
の
左
側
に
松
の
木
が
一
本
、
そ
の
奥
に
さ
ら
に

一
本
、
少
し
離
れ
て
右
手
に
二
本
描
か
れ
て
い
る
。

　
蓬
左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
。
た
だ
し
左
手
奥
の
木
は
描
か
れ
ず
。
有
吉
本
も
画
面

奥
の
木
二
本
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
他
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
。
専
修
大
本
は
、

馬
が
左
向
き
で
描
か
れ
て
い
る
点
が
異
な
る
。

　
斎
宮
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
か
な
り
異
な
る
構
図
で
、
画
面
の
手
前
で
馬
を
洗
う
男
が
二

人
、
そ
の
右
に
男
た
ち
に
話
し
か
け
る
僧
、
画
面
の
少
し
奥
に
横
一
杯
に
木
橋
が
懸
か
り
、
そ

の
上
を
市
女
笠
の
女
た
ち
や
、
手
を
引
か
れ
た
老
人
が
通
り
、
川
で
は
裸
の
子
ど
も
た
ち
が
水
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浴
び
し
た
り
泳
い
だ
り
し
て
い
る
と
い
う
、
ま
こ
と
に
賑
や
か
な
構
図
で
あ
る
。
徒
然
草
本
文

に
は
、
こ
の
よ
う
な
通
り
す
が
り
の
人
々
や
川
で
泳
ぐ
子
ど
も
た
ち
の
こ
と
は
一
切
書
か
れ
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
住
吉
具
慶
は
風
俗
画
の
よ
う
に
、
老
若
男
女
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を

描
い
た
。

　
本
図
の
裏
面
に
は
本
文
が
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付
属
紙
片
に
は
「
百
四
十
三
」
と
い
う
番

号
を
付
し
て
第
百
四
十
四
段
本
文
全
文
を
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
な
い
。

四
第
百
五
十
四
段
】

　
画
面
の
手
前
の
左
側
の
路
上
に
、
六
人
の
男
た
ち
が
踵
る
。
そ
れ
を
右
側
の
門
の
と
こ
ろ
が

ら
見
て
い
る
貴
族
と
従
者
。
画
面
の
奥
に
は
、
門
か
ら
続
く
白
壁
の
塀
の
内
側
に
濡
縁
を
取
り

回
し
た
建
物
の
一
部
が
描
か
れ
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
百
五
十
四
段
の
挿
絵
と
非
常
に

似
た
構
図
。
た
だ
し
本
図
の
方
が
建
物
の
描
き
方
が
詳
し
い
。
裏
面
に
は
「
百
五
十
二
」
と
番

号
を
付
し
た
徒
然
草
第
百
五
十
四
段
の
本
文
全
文
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、

「
愛
す
る
な
り
け
り
」
が
「
愛
す
る
な
り
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
蓬
左
本
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
細
部
ま
で
酷
似
。
斎
宮
本
は
、
画
面
左
半
分
の
上
部
ま
で
一

杯
に
、
仁
王
門
（
た
だ
し
門
の
右
半
分
）
が
大
き
く
描
か
れ
、
門
の
前
か
ら
身
を
乗
り
出
す
よ

う
に
し
て
、
門
の
右
下
の
路
上
に
樽
る
三
人
の
男
た
ち
を
見
る
貴
族
、
そ
の
ま
わ
り
に
従
者
ら

し
き
人
々
四
人
、
門
の
内
側
に
腰
掛
け
て
い
る
男
女
三
人
、
さ
ら
に
門
か
ら
入
ろ
う
と
す
る
僧

と
従
者
を
描
き
、
合
計
十
三
人
も
の
人
物
が
登
場
す
る
。
こ
の
場
面
も
斎
宮
本
は
、
徒
然
草
本

文
に
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
を
描
き
、
門
前
風
景
を
リ
ア
ル
に
描
く
。

四
第
百
七
十
【
段
】

　
画
面
中
央
に
五
人
の
王
朝
風
女
性
た
ち
が
円
形
に
座
り
、
貝
覆
の
貝
を
入
れ
る
黒
塗
り
の
箱

や
、
肘
を
持
た
せ
て
い
る
文
箱
の
よ
う
な
も
の
も
描
か
れ
て
い
る
。
真
ん
中
に
貝
覆
の
貝
が
散

ら
ば
る
。
襖
に
山
水
や
葉
の
よ
う
な
模
様
が
描
か
れ
、
華
や
か
な
雰
囲
気
で
あ
る
。
『
な
ぐ
さ

み
草
』
第
百
七
十
一
段
の
挿
絵
に
よ
く
似
て
お
り
、
特
に
女
性
た
ち
の
姿
勢
や
座
り
方
な
ど
酷

似
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
室
内
を
見
下
ろ
す
角
度
や
建
具
の
描
き
方
な
ど
は
異
な
り
、
本
図
の

方
が
か
な
り
奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
裏
面
に
本
文
を
書
い
た
紙
は
貼
ら
れ
て
お
ら
ず
、
付
属

の
紙
片
に
も
こ
の
段
は
な
い
。

　
有
吉
本
は
、
左
右
二
面
に
わ
た
っ
て
大
き
く
描
か
れ
て
、
左
の
面
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
似

て
い
る
が
、
右
の
面
に
は
濡
れ
縁
に
三
人
の
女
性
の
立
ち
姿
、
さ
ら
に
そ
の
右
に
松
と
梅
と
建

物
の
屋
根
の
一
部
も
見
え
、
こ
れ
が
徒
然
草
の
一
場
面
と
は
と
て
も
思
え
な
い
ほ
ど
非
常
に
華

や
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
斎
宮
本
で
も
画
面
の
手
前
に
七
人
の
王
朝
風
女
性
た
ち
が
貝
覆
に
興

じ
、
簾
を
隔
て
て
対
角
線
上
の
奥
の
部
屋
で
は
四
人
の
男
性
た
ち
が
碁
に
興
じ
て
い
る
。
全
般

に
斎
宮
本
は
、
画
面
に
描
か
れ
て
い
る
人
数
が
多
い
が
、
こ
の
場
面
で
も
そ
の
こ
と
が
言
え

る
。【

第
百
七
十
七
段
】

　
庭
で
蹴
鞠
を
す
る
貴
族
た
ち
四
人
と
、
座
敷
か
ら
そ
れ
を
見
る
貴
族
、
そ
の
他
従
者
た
ち
な

ど
四
人
の
合
計
九
人
を
描
く
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
百
七
十
七
段
の
挿
絵
と
構
図
が
よ
く
似
て

い
る
。
裏
面
に
本
文
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付
属
の
紙
片
に
「
百
七
十
六
」
と
番
号
を
付
し

て
、
こ
の
段
の
本
文
全
文
が
あ
る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
は
、
「
鋸
の
く
つ
」
が
「
の
こ
ぎ
り
く

づ
」
に
、
「
い
み
じ
と
」
が
「
い
み
じ
く
」
に
な
っ
て
い
る
。

　
蓬
左
本
は
、
八
人
を
描
き
、
構
図
な
ど
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
。
有
吉
本
は
『
な
ぐ
さ
み

草
』
の
構
図
を
反
転
し
て
い
る
が
、
酷
似
し
て
い
る
。
斎
宮
本
は
、
庭
の
蹴
鞠
を
室
内
か
ら
見

て
い
る
と
い
う
構
図
は
他
と
同
様
で
あ
る
が
、
落
ち
て
く
る
鞠
を
蹴
ろ
う
と
し
て
五
人
が
そ
れ

ぞ
れ
動
き
の
あ
る
姿
勢
を
取
っ
て
い
る
こ
と
、
垣
の
向
こ
う
に
四
人
の
男
た
ち
が
い
る
こ
と
な

ど
、
独
自
の
工
夫
が
見
ら
れ
る
。

【
第
百
八
十
四
段
】
（
図
版
1
1
参
照
）

　
画
面
中
央
に
は
座
敷
で
障
子
に
向
か
っ
て
座
る
後
ろ
向
き
の
尼
、
そ
の
膝
元
に
は
小
刀
と
糊

を
入
れ
た
平
た
い
椀
が
置
か
れ
、
糊
椀
に
は
刷
毛
も
添
え
て
あ
る
。
そ
の
横
に
は
長
方
形
の
白

い
紙
が
三
枚
重
ね
て
置
か
れ
て
い
る
。
縁
側
に
は
、
座
っ
て
尼
に
話
し
か
け
る
横
向
き
の
武
士

が
一
人
描
か
れ
て
い
る
。
松
下
禅
尼
が
、
破
れ
た
部
分
だ
け
切
り
貼
り
し
て
、
息
子
の
執
権
北

条
時
頼
に
倹
約
を
教
え
よ
う
と
し
た
第
百
八
十
四
段
を
絵
画
化
し
た
も
の
。

　
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
百
八
十
四
段
の
挿
絵
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
本
図
の
方
が
高
い
と
こ
ろ

が
ら
見
下
ろ
し
て
描
い
た
よ
う
な
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
障
子
貼
り
を
し
て
い
る
部
屋

が
画
面
に
対
し
て
斜
め
に
描
か
れ
て
い
る
構
図
に
よ
る
か
。
全
体
に
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵

の
構
図
は
、
正
面
か
ら
描
く
こ
と
が
多
い
が
、
本
色
紙
は
、
斜
め
の
構
図
を
取
っ
て
、
奥
行
き

を
出
す
工
夫
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
描
か
れ
て
い
る
切
り
張
り
す
る
た
め

の
紙
は
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る
が
、
本
図
で
は
横
が
二
倍
く
ら
い
長
い
紙
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、

『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
尼
が
両
手
に
紙
を
持
っ
て
障
子
に
今
ま
さ
に
貼
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に

対
し
て
、
本
色
紙
で
は
尼
の
手
は
見
え
な
い
こ
と
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
糊
刷
毛
は
描
か
れ

て
い
な
い
が
、
本
図
で
は
糊
刷
毛
も
描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
細
か
い
点
で
あ
る
が
、
相
違

が
見
ら
れ
る
。

　
蓬
唐
本
は
、
尼
が
両
手
に
紙
を
持
っ
て
貼
ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
重
ね
ら
れ
た
白
い
紙
が
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ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る
こ
と
、
糊
刷
毛
が
な
い
こ
と
な
ど
、
細
部
に
わ
た
っ
て
『
な
ぐ
さ
み
草
』

に
酷
似
す
る
。
専
修
大
本
は
、
徒
然
草
本
文
に
書
か
れ
て
い
る
明
り
障
子
で
は
な
く
、
唐
紙
障

子
に
な
っ
て
お
り
、
構
図
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
・
に
酷
似
す
る
が
、
障
子
の
意
味
を
取
り
違
え
て

い
る
。
青
地
に
黒
い
二
筋
の
模
様
が
何
列
も
並
ぶ
唐
紙
に
、
尼
が
白
い
長
方
形
の
紙
を
手
に
持

っ
て
貼
ろ
う
と
し
て
お
り
、
不
自
然
な
印
象
を
与
え
る
。

　
本
色
紙
の
裏
面
に
は
徒
然
草
第
百
八
十
四
段
の
全
文
が
書
か
れ
た
紙
（
た
だ
し
、
冒
頭
に
付

さ
れ
た
章
段
番
号
は
、
百
八
十
二
。
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
烏
丸
本
と
の
異
同
な
し
。

同
前
二
百
七
段
】

　
画
面
手
前
に
川
が
流
れ
、
画
面
の
中
央
に
木
が
一
本
生
え
た
塚
が
あ
る
。
そ
の
ま
わ
り
を
五

人
の
男
た
ち
が
鍬
で
掘
り
起
こ
し
、
何
匹
も
の
蛇
を
退
治
し
て
い
る
。
川
に
も
一
匹
蛇
が
捨
て

ら
れ
て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
二
百
七
段
の
挿
絵
と
構
図
が
よ
く
似
て
い
る
。
亀
山
殿
を

造
営
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
蛇
の
塚
が
あ
り
、
掘
り
捨
て
難
い
と
人
々
が
言
っ
た
の
に
対
し
て
、

徳
大
寺
実
基
が
皇
居
を
建
て
る
の
だ
か
ら
、
崇
り
は
な
い
と
主
張
し
て
、
蛇
を
堀
捨
て
た
話
で

あ
る
。

　
た
だ
し
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
男
は
四
人
、
塚
の
ま
わ
り
に
も
樹
木
が
古
本
も
描
か
れ
て

い
る
。
ま
た
川
に
は
蛇
が
流
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
細
部
の
相
違
は
あ
る
。
本
図
で
、
蛇
が
川

に
捨
て
ら
れ
て
い
る
の
は
、
徒
然
草
の
本
文
に
「
蛇
を
ば
大
井
川
に
流
し
て
け
り
」
と
あ
る
の

を
踏
ま
え
て
描
い
た
か
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
よ
り
も
、
原
文
に
忠
実
と
言
え
よ
う
。

　
ま
た
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
塚
の
ま
わ
り
に
樹
木
を
か
な
り
描
き
込
ん
で
い
る
が
、
本
色

紙
は
描
い
て
い
な
い
。
こ
れ
な
ど
も
、
省
筆
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
徒
然
草
の
本
文
に
樹
木

の
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
を
尊
重
し
た
た
め
か
。
斎
宮
本
が
徒
然
草
本
文
に
な
い
情
景

を
か
な
り
描
き
込
む
傾
向
が
あ
る
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る
。
な
お
蓬
左
本
は
、
男
た
ち
の
姿
勢

や
蛇
の
位
置
や
数
も
ほ
ぼ
等
し
く
、
ま
わ
り
の
樹
木
や
川
の
描
き
方
な
ど
細
部
も
含
め
て
『
な

ぐ
さ
み
草
』
に
酷
似
し
て
い
る
。

　
本
色
紙
の
裏
面
に
は
第
二
百
七
段
の
全
文
が
書
か
れ
た
紙
（
た
だ
し
、
紙
の
冒
頭
に
記
さ
れ

た
章
段
番
号
は
、
二
百
四
）
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
鳥
丸
本
と
の
異
同
な
し
。

【
第
二
百
二
十
四
段
】
（
図
版
1
2
参
照
）

　
画
面
の
手
前
の
庭
で
、
一
人
の
男
が
土
を
耕
し
て
い
る
。
そ
の
手
前
に
は
小
川
が
流
れ
て
い

お
り
、
画
面
右
側
の
手
前
に
木
が
一
本
あ
る
。
画
面
の
申
央
に
は
右
向
き
に
男
が
一
人
、
右
手

に
杖
を
持
っ
て
立
っ
て
い
る
。
そ
の
奥
に
縁
側
が
廻
っ
て
い
る
建
物
の
一
部
が
見
え
る
。
本
色

紙
の
裏
面
に
は
紙
は
貼
ら
れ
て
い
な
い
が
、
付
属
紙
片
の
中
に
第
三
十
八
段
の
前
半
部
「
名
利

に
つ
か
は
れ
て
」
か
ら
「
う
つ
も
れ
ぬ
名
を
な
き
世
に
残
さ
ん
こ
そ
」
ま
で
が
書
か
れ
た
紙
が

あ
る
。
色
紙
に
付
さ
れ
た
番
号
の
「
五
」
が
一
枚
欠
番
で
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
、
そ
の
失
わ

れ
た
色
紙
の
絵
が
第
三
十
八
段
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
色
紙
の

図
柄
を
第
三
十
八
段
と
見
誤
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
「
金
は
山
に
捨
て
玉
は
淵
に
投
ぐ
べ
し
」

と
い
う
言
葉
が
第
三
十
入
段
の
前
半
部
に
出
て
来
る
の
で
、
そ
の
部
分
を
描
い
た
と
思
っ
た
可

能
性
も
あ
る
。

　
け
れ
ど
も
、
こ
の
色
紙
は
第
二
百
二
十
四
段
を
描
い
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
木
が
一
本
あ

る
だ
け
の
広
々
と
し
た
空
間
は
、
画
面
上
部
左
手
に
家
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
家
の
庭
で

あ
ろ
う
。
そ
の
庭
に
立
っ
て
広
々
と
し
た
庭
を
眺
め
て
い
る
の
が
、
鎌
倉
か
ら
や
っ
て
来
た
陰

陽
師
の
皇
宗
入
道
、
彼
が
「
こ
の
庭
の
い
た
づ
ら
に
広
き
こ
と
、
あ
さ
ま
し
く
、
あ
る
べ
か
ら

ぬ
こ
と
な
り
。
道
を
知
る
者
は
、
植
う
る
こ
と
を
縮
む
。
細
道
一
つ
残
し
て
、
み
な
、
畑
に
作

り
給
へ
」
と
言
っ
た
言
葉
に
従
っ
て
、
早
速
男
に
耕
や
さ
せ
て
い
る
場
面
と
取
り
た
い
。

　
な
お
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
こ
の
段
の
挿
絵
は
、
本
色
紙
と
あ
ま
り
似
て
い
な
い
が
、
画
面

左
手
上
部
に
建
物
の
一
部
が
見
え
て
い
る
こ
と
、
男
が
一
人
庭
を
耕
し
て
い
る
こ
と
は
一
致
し

て
い
る
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
男
が
耕
し
て
い
る
す
ぐ
近
く
に
南
瓜
ら
し
き
実
（
あ
る
い

は
瓜
か
）
が
生
っ
た
蔓
が
伸
び
、
長
い
爽
の
豆
ら
し
き
も
の
が
生
っ
た
草
も
見
え
る
。
ど
ち
ら

も
花
も
実
も
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　
蓬
左
本
は
建
物
や
植
物
の
描
き
方
な
ど
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
構
図
に
酷
似
す
る
が
、
さ
ら
に

右
手
の
指
を
伸
ば
し
て
何
か
指
示
し
て
い
る
男
が
も
う
一
人
描
か
れ
て
お
り
、
鋤
を
手
に
し
た

男
が
振
り
返
っ
て
、
彼
の
指
図
を
受
け
て
い
る
図
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
、
本
色
紙
は
本
文
に
直
接
書
か
れ
て
い
な
い
植
物
の
こ
と
は
描
か
ず
、
広
々
と
し

て
ま
だ
何
も
食
べ
ら
れ
る
植
物
が
植
え
ら
れ
て
い
な
い
状
態
の
庭
を
描
い
て
い
る
。
本
文
に
忠

実
な
描
き
方
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
な
ぐ
さ
み
草
』
お
よ
び
そ
れ
を
踏
襲

し
て
い
る
他
の
作
品
で
、
耕
す
男
の
傍
ら
に
南
瓜
（
ま
た
は
瓜
）
や
豆
が
す
で
に
生
っ
て
い
る

状
態
で
描
か
れ
て
い
る
の
と
好
対
照
と
言
え
よ
う
。

　
以
上
が
、
「
徒
然
草
淡
彩
色
紙
」
全
二
十
九
葉
の
紹
介
と
考
察
で
あ
る
。
最
後
に
、
本
作
品

の
裏
面
に
貼
ら
れ
て
い
た
り
、
貼
ら
れ
て
は
い
な
い
が
付
属
し
て
伝
来
し
て
い
る
徒
然
草
本
文

を
書
い
た
紙
片
に
つ
い
て
、
考
察
を
加
え
て
お
き
た
い
。

　
徒
然
草
は
、
古
い
時
代
の
写
本
で
は
、
章
段
番
号
は
付
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
近
世
に
な
っ

て
か
ら
、
内
容
毎
に
短
く
区
切
っ
て
、
番
号
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
の
番
号
は
現
行
の
章
段
番
号

と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
大
き
な
違
い
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
だ
け
徒
然
草
自
体
の
内
容
が
、
明
確
な

ま
と
ま
り
を
示
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
詳
し
く
見
て
ゆ
く
と
、
版
本
に

よ
っ
て
、
多
少
の
章
段
の
出
入
り
が
あ
る
。
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本
作
品
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
紙
の
考
察
で
触
れ
た
よ
う
に
、
現
行
の
番
号
と
異
な
る
番
号

が
付
さ
れ
た
本
文
の
紙
片
が
数
枚
あ
る
。
以
下
に
改
め
て
そ
れ
ら
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。
上
が

現
行
の
番
号
、
下
が
本
色
紙
で
の
番
号
で
あ
る
。

・
第
百
九
段
…
…
第
百
八
段

・
第
百
四
十
四
段
…
…
第
百
四
十
三
段

・
第
百
五
十
四
段
…
…
第
百
五
十
二
段

・
第
百
七
十
七
段
…
…
第
百
七
十
六
段

・
第
百
八
十
四
段
…
…
第
百
八
十
二
段

・
第
二
百
七
段
…
…
第
二
百
四
段

　
高
乗
勲
著
『
徒
然
草
の
研
究
』
に
よ
っ
て
、
こ
の
異
同
が
す
べ
て
一
致
す
る
徒
然
草
の
テ
キ

ス
ト
を
調
べ
て
み
る
と
、
元
文
五
年
刊
本
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
色
紙
に
付
さ
れ
た
本
文
の
考
察

に
お
い
て
、
鳥
丸
本
と
の
異
同
を
示
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
異
同
も
元
文
五
年
刊
本
と
一
致
し
て

い
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
色
紙
に
付
属
す
る
徒
然
草
本
文
は
、
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
に
刊

行
さ
れ
た
徒
然
草
で
あ
る
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
は
、
本
色
紙
自
体
が
描

か
れ
た
年
代
の
特
定
に
は
直
接
結
び
付
か
な
い
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
一
七
四
〇
年
以
後

の
あ
る
時
点
で
、
所
膚
者
が
こ
れ
ら
の
色
紙
が
何
を
描
い
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
し
た
、
と
い

う
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
う
。

お
わ
り
に

　
最
後
に
、
本
作
品
の
全
体
的
な
特
徴
を
も
う
一
度
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
何
と
言
っ
て

も
本
作
品
は
、
徒
然
草
を
描
い
た
色
紙
、
し
か
も
淡
彩
が
付
い
て
い
る
色
紙
と
し
て
非
常
に
珍

し
い
存
在
で
あ
る
。
従
来
、
徒
然
草
色
紙
は
、
斎
宮
本
が
九
十
六
葉
あ
り
、
最
も
数
が
多
い
。

ま
た
絵
師
も
住
吉
具
慶
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
お
り
、
絵
自
体
が
細
密
で
あ
る
と
同
時
に
生
き
生

き
と
し
た
表
情
や
、
躍
動
感
に
溢
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
本
作
品
を
描
い
た
絵
師
は
、

住
吉
派
と
は
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
か
と
い
っ
て
、
狩
野
派
と
も
土
佐
派
と
も
異
な
る
よ

う
で
、
流
派
は
不
明
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
斎
宮
本
が
白
描
で
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
下
作
が

淡
彩
と
は
い
え
、
彩
色
作
品
で
あ
る
の
は
、
貴
重
で
あ
る
。

　
全
体
に
構
図
は
、
他
の
絵
画
化
さ
れ
た
徒
然
草
同
様
に
、
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
に
多
く

を
依
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
独
自
の
工
夫
は
随
所
に
見
ら
れ
た
。
図
版
で
示
し
た
色
紙
は
、

そ
う
い
っ
た
特
徴
が
明
ら
か
な
色
紙
を
中
心
に
紹
介
し
た
。

　
本
色
紙
は
縦
が
約
四
十
三
糎
、
横
が
約
二
十
九
糎
で
あ
り
、
こ
の
大
き
さ
は
、
斎
宮
本
の
縦

三
十
・
○
糎
、
横
撃
〇
・
四
身
と
比
べ
て
も
、
二
回
り
ほ
ど
大
き
い
。
画
面
が
大
き
い
分
、
全

体
に
ゆ
っ
た
り
と
し
た
余
白
を
多
く
残
し
て
い
る
。
本
作
品
が
伸
び
や
か
で
古
雅
な
印
象
を
見

る
者
に
与
え
る
理
由
と
思
わ
れ
る
。
「
徒
然
絵
」
は
、
全
般
に
本
文
に
書
か
れ
て
い
な
い
情
景

描
写
が
描
き
込
ま
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
こ
と
か
ら
逆
に
徒
然
草
本
文
の
簡
潔
さ
に
改
め
て

気
づ
か
さ
れ
る
の
だ
が
、
本
作
品
の
場
合
、
徒
然
草
本
文
に
直
接
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
中
心

に
描
い
て
い
る
の
は
、
本
文
に
対
す
る
忠
実
さ
と
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
色
紙
に
描
か
れ
た
章
段
に
注
目
す
る
と
、
徒
然
草
の
上
巻
（
序
段
か
ら
第
百
三
十
六
段
ま
で
）

か
ら
二
十
二
葉
、
下
巻
（
第
百
三
十
七
段
か
ら
第
二
百
四
十
三
段
ま
で
）
か
ら
九
十
と
な
っ
て

お
り
、
上
巻
が
三
倍
以
上
で
あ
る
。
こ
の
割
合
は
、
斎
宮
本
と
も
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
特
に
、

冒
頭
か
ら
五
十
段
余
り
の
章
段
は
、
三
段
に
一
段
く
ら
い
描
か
れ
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い

る
。
徒
然
草
の
冒
頭
部
が
、
と
り
わ
け
入
々
に
興
味
と
関
心
を
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。

注

（
1
）
絵
画
に
描
か
れ
た
徒
然
草
と
、
亡
婦
の
肖
像
画
に
関
す
る
拙
稿
は
、
以
下
の
通
り
。

　
　
①
「
描
か
れ
た
徒
然
草
」
（
『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
二
十
二
号
、
平
成
十
六
年
）

　
　
②
「
徒
然
草
屏
風
の
研
究
1
一
「
熱
田
屏
風
」
と
「
上
杉
屏
風
」
を
中
心
に
」
（
『
放
送
大
学
研
究

　
　
　
年
報
隔
二
十
三
号
、
平
成
十
七
年
）

　
　
③
「
本
を
読
む
兼
好
一
読
書
人
の
誕
生
」
（
田
村
俊
作
編
著
『
文
読
む
姿
の
西
東
一
読
書
画

　
　
　
像
に
み
る
読
書
の
姿
と
心
』
所
収
、
慶
鷹
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
・
三
月
刊
行
）

（
2
）
こ
の
画
帖
に
関
し
て
は
、
松
原
茂
「
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
画
帖
瞼
一
制
作
期
と
そ
の
背
景
」

　
（
『
ζ
¢
ω
⇔
》
ζ
』
三
八
七
号
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
）
に
詳
し
い
研
究
が
あ
る
。

（
3
）
注
1
拙
稿
②
参
照
。

（
4
）
斎
宮
本
に
つ
い
て
は
、
榎
村
寛
之
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
下
絵
（
仮
題
ご
に
つ
い
て
」

　
（
斎
宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
、
十
三
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
参
照
。

凶
付
記
】
　
本
研
究
は
、
平
成
十
先
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
費
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
ま
た
、
本
研
究
に
あ
た
り
、
ご
所
蔵
の
徒
然
草
淡
彩
色
紙
の
詳
し
い
調
査
、
お
よ
び
写
真
掲
載
を
許

可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
笛
吹
川
芸
術
文
庫
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
八
年
十
一
月
一
日
受
理
）
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A　Study　of　the　Light－coloured　Shikishi　of　TszeTe2zLreg2Lsa

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Essays　in　ldleness）

Yuke　SHIMAUCHI

ABSTRACT

　　KeRko’s　TszLTe2ztregzesa　（Essays　in　ldleness）　was　widely　read　iit　the　Edo　Period　and　was　appreciated　as

works　of　art　as　it　was　painted　for　the　foldiRg　screens　and　shikishi　（square　of　heavy　decorative　paper　for

pictures　and　calligraphy）．　The　number　of　its　pictoriai　representatioits　is　however　relatively　sraall．　ln　tlte

summer　of　2006　the　author　discovered　the　hitherto　unknowR　twenty－nine　leaves　of　TszeTe2fzeregzesa　shZkishi

at　an　antiqtiariaR　book　fair．　They　are　Row　held　by　the　Fuefukigawa　Library　of　Arts．　This　article　introduces

some　of　the　resglts　from　the　iRvestigation　into　this　newly　discovered　collection　of　shrkashi　which　are　here

temporaryliy　ca1圭ed　theゐ乞9んt－colozered　31乙乞ん乞5んi（～プTszeγexzeγ・θgz硲α．

　　The　characteristics　and　artistic　values　of　the　Light－coLourect　Shikishi　of　Tszere2zLregzesa　discussed　in

this　article　are　syimmarized　in　three　points：　first，　they　depict　the　sections　in　the　first　half　of　the　book；

secoRdly，　the　pictures　were　painted　on　the　model　of　the　illustrations　for　NagzLsamigzesa　（dmuserr｝ent　Grass），

a　book　of　annotatioRs　to　TszLTe2zLregzesa；　and　lastly，　compared　to　other　pictures　of　Tszere2zeTegzbsa，　the

composition　and　the　depiction　of　people　in　this　collection　show　a　unique　artistic　individnality．


